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研究ノート

第
四
章

初
期
審
決
判
例
理
論
の
形
成

本
章
で
は
、
改
正
法
施
行
後
一
九
五

0
年
代
初
め
頃
ま
で
の
法
運
用
を
分
析

す
る
。
改
正
法
施
行
当
初
は
、
適
用
法
理
論
も
さ
ほ
ど
明
ら
か
で
な
い
為
か
、

事
業
者
側
の
割
引
体
系
は
、
特
に
法
遵
守
を
念
頭
に
置
い
て
い
な
い
よ
う
に
も

見
ら
れ
る
。
そ
の
点
、
事
業
者
の
法
規
制
の
な
い
場
合
の
割
引
体
系
を
鋭
い
知

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
ま
ず
そ
う
い
っ
た
タ
イ
プ
の

差
別
を
、
メ
ー
カ
ー
側
が
行
っ
た
機
能
割
引
の
タ
イ
プ
に
即
し
て
、
そ
れ
が
い

か
な
る
効
果
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
る
か
を
検
討
す
る
。
次
い
で
、
統
合
卸
小

売
業
者
と
小
売
業
者
と
が
競
争
関
係
に
あ
る
タ
イ
プ
の
差
別
と
、
メ
ー
カ
ー
側

の
卸
業
者
へ
の
割
引
が
小
売
業
者
に
移
行
さ
れ
て
メ
ー
カ
ー
か
ら
直
接
購
入
す

る
小
売
業
者
が
不
利
と
な
る
タ
イ
プ
の
差
別
を
含
み
、
最
高
裁
ま
で
争
わ
れ
広

範
な
議
論
を
呼
ん
だ

2
2
E
E
O巳
の
0
・
(
申
円
同
ロ
缶
百
白
)
の
ケ

i
ス
を
分

析
す
る
。
次
い
で
、
メ
ー
カ
ー
側
が
大
規
模
小
売
商
に
卸
業
者
に
対
す
る
よ
り

も
大
幅
な
割
引
を
与
え
て
い
る
事
実
を
含
み
、
最
高
裁
ま
で
争
わ
れ
競
争
侵
害
一
回

の
認
定
に
つ
い
て
の
リ
1

デ
ィ
ン
グ
ケ
l
ス
と
な
っ
た
豆

2
gロ
ω色丹

(UP

の
ケ
l
ス
及
び
そ
の
類
似
タ
イ
プ
の
ケ

l
ス
を
分
析
す
る
。
そ
し
て
、
メ
ー
カ

ー
が
卸
業
者
と
直
接
購
入
の
小
売
業
者
に
単
一
価
格
で
販
売
し
た
場
合
に
生
じ

る
法
律
上
・
経
済
上
の
問
題
を
検
討
す
る
。
以
上
の
初
期
理
論
形
成
期
に
笠
場

す
る
ケ

l
ス
分
析
の
ま
と
め
に
引
き
続
き
、
司
法
長
官
の
反
ト
ラ
ス
ト
研
究
全

国
委
員
会
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
法
運
用
に
対
す
る
批
判
的
コ
メ
ン
ト
を
紹
介
し

て
本
章
を
終
え
る
。
次
章
で
は
、
初
期
法
運
用
に
対
す
る
批
判
に
答
え
る
新
理

論
の
模
索
の
過
程
が
分
析
さ
れ
る
。

第
一
節

諸
種
の
機
能
割
引
へ
の
法
の
適
用

本
節
で
は
、
メ
ー
カ
ー
側
が
行
っ
た
機
能
分
類
の
タ
イ
プ
に
即
し
て
差
別
が

(
1
)
 

い
か
な
る
効
果
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
る
か
を
検
討
す
る
。

流
通
革
新
の
進
展
に
つ
れ
、
伝
統
的
流
通
機
構
は
崩
れ
て
き
て
い
た
が
、
メ

ー
カ
ー
側
は
い
か
な
る
機
能
割
引
の
体
系
を
用
い
て
い
た
で
あ
ろ
う
か
。
ケ
-

ス
に
現
わ
れ
た
も
の
か
ら
は
、
買
手
の
市
場
シ
ェ
ア
・
購
入
量
、
購
入
者
か
ら

メ
ー
カ
ー
側
に
対
し
て
提
供
さ
れ
る
役
務
の
程
度
、
自
己
の
製
品
に
対
す
る
賀

手
側
の
選
好
度
、
買
手
の
購
入
機
能
等
の
分
類
基
準
の
利
用
が
矧
わ
れ
る
。
そ

の
他
、
メ
ー
カ
ー
側
に
よ
る
機
能
分
類
が
そ
も
そ
も
不
正
確
で
資
格
の
な
い
者

を
含
む
場
合
、
複
数
の
種
類
の
割
引
率
が
同
じ
ク
ラ
ス
内
の
購
入
者
の
聞
に
与

え
ら
れ
て
い
る
場
合
も
見
ら
れ
る
。
な
お
、
こ
の
期
の
ケ

l
ス
の
多
く
は
、
控

訴
さ
れ
ず
に
審
決
が
確
定
し
て
い
る
。

根
粒
細
菌
業
界
事
件
(
一
九
三
九
倍
)

こ
れ
ら
は
、
豆
育
成
用
の
根
粒
細
菌
の
製
造
・
販
売
に
従
事
す
る
メ
ー
カ
ー

の
差
別
に
関
す
る
事
例
で
あ
る
。
被
告
の
う
ち
、
回
目

Z
ロ

H
5
2
-
E
2
h
0・
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3
)
 

(
以
下
、

H
と
記
す
)
は
、
顧
客
を
仲
卸
業
者
(
以
下
、

J
と
記
す
て
デ
ィ

l

ユ
ー
ザ
ー
と
分
類
し
て
い
た
。

ラ
l

(
以
下
、

R
と
記
す
て

そ
し
て
、

J
と

J
の
待
遇
を
与
え
ら
れ
た
農
民
組
合
公
民
自
ゲ
ロ

5
2
以
下
、

F
B
と
記

す
)
は
、
自
ら
が
得
た
有
利
な
割
引
に
よ
り

R
の
小
売
価
格
よ
り
も
安
く
小
売

し
て
い
た
。
こ
の
他
、
あ
る
J
に
そ
の

J
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ブ
ラ
ン
ド
を
著
し

く
切
り
下
げ
た
価
格
で
販
売
し
て
い
た
。
他
の
事
例
に
は
、
メ
イ
ル
オ
ー
ダ
ー

ハ
ウ
ス
へ
の
特
別
価
格
で
の
販
売
、
特
別
購
入
量
割
引
、
返
口
問
特
約
の
存
在
が

含
ま
れ
て
い
る
。

H
の
事
例
で
は
、
生
産
・
販
売
・
引
き
渡
し
の
コ
ス
ト
節
減
な
い
し
商
品
の

再
販
売
に
お
い
て
買
手
に
よ
り
為
さ
れ
る
機
能
に
無
関
係
な
価
格
で
販
売
し
て

機能割引に関する対価差別上の諸問題 (2)

い
た
と
の
記
載
が
あ
り
、

F
T
C
は
、
価
格
差
を
正
当
化
す
る
土
台
に
法
文
言

(
5
)
 

に
明
示
さ
れ
て
い
な
い
「
機
能
」
を
付
け
加
え
て
い
た
。

d
H
E
g
r
r
G
E
E

Z
ュ2
(以
下
、

U
と
記
す
)
の
事
例
で
は
、

F
B
が
よ
り
高
い
価
格
で
被
告

か
ら
購
入
し
て
い
る

R
と
小
売
販
売
で
競
争
し
て
い
た
事
実
を
含
む
事
例
だ

が、

J
の
役
務
が
為
さ
れ
た
場
合
そ
の
商
品
部
分
へ
の
対
J
価
格
で
の
販
売
を

妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
、
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
F
T
C
は
、
コ
ス
ト

正
当
化
を
求
め
る
こ
と
な
く
機
能
に
基
づ
く
価
格
差
の
適
法
性
を
認
め
た
も
の

と
、
評
価
さ
札
日
。
こ
う
し
て
、
旧
二
条
時
代
の
機
能
割
引
を
一
律
に
違
法
と

す
る
か
の
ご
と
く
見
ら
れ
る

F
T
C
の
法
運
用
は
変
更
さ
れ
た
と
見
ら
れ
る
。

し
か
し
、

U
の
事
例
で

J
の
役
務
と
は
何
な
の
か
、
そ
れ
は

R
に
販
売
す
る
こ

と
を
意
味
す
る
の
か
、
そ
れ
と
も
保
管
等
の
役
務
の
こ
と
な
の
か
、
こ
こ
で
は

(
7
)
 

必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
と
も
言
え
よ
う
。

ゴ
ル
フ
ボ
l
ル
業
界
事
件
(
一
九
三
人
一
円
〉

ゴ
ル
フ
ボ
l
ル
の
製
造
業
者
協
会
の
メ
ン
バ
ー
は
、
ゴ
ル
フ
ボ
l
ル
製
造
工

場
の
事
実
上
総
て
を
所
有
・
支
配
し
、
販
売
さ
れ
て
い
る
ゴ
ル
フ
ボ

l
ル
の
大

部
分
を
製
造
し
て
い
る
。
他
方
、
プ
ロ
ゴ
ル
フ
ァ
ー
協
会
の
メ
ン
バ
ー
は
、
ゴ

ル
フ
ボ
ー
ル
の
小
売
業
者
(
以
下
、

R
と
記
す
)
の
グ
ル
ー
プ
で
も
あ
り
、
そ

の
影
響
力
は
強
く
、
取
引
条
件
を
支
配
で
き
る
。
そ
し
て
、
協
会
に
所
属
し
な

い
R
と
競
争
関
係
に
あ
る
。
製
造
業
者
協
会
の
メ
ン
バ
ー
は
、
ゴ
ル
フ
ァ
ー
協

会
の
メ
ン
バ
ー
に
、
協
会
を
意
味
す
る

P
G
A
の
文
字
を
ボ
1

ル
に
印
刷
す
る

特
典
を
得
る
見
返
り
に
、
非
メ
ン
バ
ー
の

R
よ
り
も
安
く
販
売
し
た
。
こ
の
行

為
が
、
二
例
項
違
反
、
又
、
ゴ
ル
フ
ァ
ー
協
会
の
メ
ン
バ
ー
が
二
川
項
違
反
と

さ
れ
た
他
、
ゴ
ル
フ
ァ
ー
協
会
向
け
金
員
支
払
い
が
二

ω項
違
反
と
さ
れ
た
。

そ
の
他
、
ゴ
ル
フ
ァ
ー
協
会
の
メ
ン
バ
ー
で
な
い

R
の
安
売
り
の
抑
制
も
行
わ

れ
、
こ
う
し
た
独
占
的
行
為
に

F
T
C
法
五
条
が
適
用
さ
れ
て
い
る
。
本
件

は
、
顧
客
間
の
購
買
力
の
差
を
認
知
し
て
価
格
差
別
を
行
っ
た
と
評
価
で
き
る

北法33(4・97)1135

事
例
で
あ
り
、
購
買
力
規
制
を
主
目
的
と
す
る
改
正
法
の
適
用
を
受
け
易
い
行

為
と
見
ら
れ
日
。



研究ノート

教
材
業
界
事
件
(
一
九
四

0
・
一
九
四
四
年
)

被
告
は
、
ク
レ
ヨ
ン
・
チ
ョ
ー
ク
な
ど
の
教
材
の
製
造
・
販
売
を
行
っ
て
い

る
。
一
二
者
は
、
全
顧
客
に
一
つ
の
定
価
表
で
販
売
し
、
〉

B
2
w
g円
U
5
3ロ

(
U
0
・
(
以
下
、

A
C
)
、
及
び
田
口
口

4

8仏
ωs=r
の
0
・
(
以
下
、

B
S
)

は
、
ヶ
1
ス
ロ
ッ
ト
の
み
で
購
入
す
る
顧
客
に
対
し
、
〉
自

R
-
n
g
〉
コ
ロ
ミ

。0・
(
以
下
、

A
A
)
は
、
使
用
・
再
販
売
の
目
的
で
購
入
す
る
全
顧
客
に

五
O
V
A
の
機
能
割
引
を
与
え
て
い
た
。
し
か
し
、
三
者
と
も
こ
の
ク
ラ
ス
内
に

別
種
の
名
称
を
つ
け
た
顧
客
グ
ル
ー
プ
を
設
け
、

A
C
は
五

1
一

ovbの
範
囲

の
種
々
の
割
引
を
、

A
A
は
一
O
%
、

B
S
は
五
%
、
一
O
w
m
の
割
引
を
追
加

割
引
と
し
て
与
え
て
い
た
。

A
A
は
卸
業
者
、
仲
卸
業
者
と
い
っ
た
名
称
を
与

え
て
い
る
が
、
現
実
に
は
い
ず
れ
も
通
常
の
割
引
の
み
し
か
得
て
い
な
い
事
業

者
と
競
争
関
係
に
あ
る
。
こ
れ
ら
の
事
例
は
、
メ
ー
カ
ー
が
割
引
を
明
確
な
分

類
基
準
な
く
し
て
競
争
関
係
に
あ
る
事
業
者
の
一
部
に
与
え
る
行
為
を
違
法
と

し
た
も
の
と
言
え
る
。
な
お
、
一
ニ
者
と
も
在
庫
保
持
・
販
売
サ
ー
ビ
ス
・
便
宜

の
提
供
を
受
け
る
こ
と
を
理
由
に
、
購
入
事
業
者
の
一
部
に
特
別
の
名
称
を
与

え
た
グ
ル
ー
プ
を
設
け
、
五
克
な
い
し
一
O
M
の
割
引
又
は
ア
ロ
ウ
ア
ン
ス
を

与
え
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
優
遇
を
受
け
る
事
業
者
と
競
争
関
係
に
あ

る
事
業
者
の
中
に
は
、
同
様
な
サ
ー
ビ
ス
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
、
又
、
被
告

に
与
え
る
こ
と
を
申
し
出
た
者
が
い
る
が
、
割
引
は
与
え
ら
れ
て
い
な
い
。
こ

れ
は
ア
ロ
ウ
ア
ン
ス
が
比
例
的
平
等
に
購
入
事
業
者
間
に
与
え
ら
れ
て
い
な
い

行
為
で
あ
る
と
し
て
、
二

ω項
違
反
に
あ
た
る
と
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
二

ω項
北法33(4・98)1136

が
機
能
割
引
に
隣
接
す
る
ア
ロ
ウ
ア
ン
ス
供
与
に
積
極
的
に
適
用
さ
れ
た
事
例

(
U
)
 

と
評
価
で
き
、
留
意
す
べ
き
法
運
用
と
言
え
る
。

(ロ)

キ
ャ
ン
デ
ィ
業
界
事
件
(
一
九
三
九
・
一
九
四
七
年
)

こ
れ
ら
は
、
キ
ャ
ン
デ
ィ
の
製
造
・
販
売
に
関
す
る
事
例
で
当
業
界
は
高
度

に
競
争
的
で
あ
る
。
う
ち

Z
E丹
江
口
。
ゎ
ωロ
仏
可
わ
0

・
(
以
下
、

N
C
)
は
、
相

四
互
に
販
売
価
格
差
を
生
ず
る
四
種
の
価
格
表
で
、
顧
客
を
分
類
し
て
販
売
し
て

い
る
が
、
分
類
基
準
は
な
く
、
セ
ー
ル
ス
マ
ン
が
交
渉
の
成
り
行
き
で
顧
客
を

分
類
す
る
。
こ
の
結
果
、
小
規
模
小
売
業
者
(
以
下
、

R
〉
の
い
く
つ
か
が
異

な
る
ク
ラ
ス
に
属
し
た
り
、
同
じ

R
が
品
目
別
に
別
な
ク
ラ
ス
に
属
し
た
り
し

て
い
る
。
四
ク
ラ
ス
聞
で
も
競
争
が
為
さ
れ
て
お
り
、
価
格
差
は
購
入
者
聞
の

競
争
を
侵
害
す
る
、
と
さ
れ
た
。

(
U
E
H
巴

E
n
g
L
H
h
0・
(
以
下
、

C
C
)
は
、
一
九
四
O
年
に
粗
売
上
額
約

一
四
O
O
万
ド
ル
の
メ
ー
カ
ー
で
あ
り
、
う
ち
八
O
O
万
ド
ル
以
上
が
五
セ
ン

ト
キ
ャ
ン
デ
ィ
棒
の
販
売
で
占
め
ら
れ
て
い
た
。
製
品
は
、
セ
ー
ル
ス
マ
ン
が

訪
問
し
て
販
売
を
行
う
方
法
と
、
工
場
か
ら
直
接
販
売
す
る
方
法
と
で
行
わ
れ

て
い
る
。
後
者
の
方
法
で
購
入
す
る
顧
客
に
は
、
大
規
模
チ
ェ
ー
ン
ス
ト
ア
・

シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
・
大
規
模
自
動
販
売
機
業
者
が
属
し
、
前
者
に
は
小
規
模
ド
ラ

ッ
グ
ス
ト
ア
・
食
料
品
チ
ェ
ー
ン
・
小
規
模
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
・
小
規
模
自
動
販



売
機
業
者
が
属
す
る
。

一
九
一
二
六
・
六
・
一
九
以
来
、
五
セ
ン
ト
棒
販
売
で
①
仲
卸
業
者
(
以
下
、

J
γ
小
規
模
チ
ェ
ー
ン
・
小
規
模
自
動
販
売
機
業
者
へ
の
、
所
謂
通
常
販
売
、
②

シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
へ
の
販
売
、
@
大
規
模
購
入
事
業
者
へ
の
販
売
で
そ
の
間
に
価

格
差
別
を
行
っ
て
い
た
。
通
常
販
売
は
二
四
個
人
り
包
装
で
六
四
セ
ン
ト
で
売

ら
れ
、
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
へ
は
二
四
個
入
り
包
装
で
六

0
セ
ン
ト
で
売
ら
れ
て
お

り
、
こ
れ
ら
二
四
個
入
り
で
五
セ
ン
ト
棒
の
約
八
六
%
を
占
め
る
。
大
規
模
購

入
者
用
に
は
六

O
個
入
り
、
一

O
O個
入
り
で
販
売
さ
れ
自
動
販
売
機
で
用
い

ら
れ
、
後
者
は
〉
ロ
件
。
自
己
ぽ

(UB件。
g(U0・
(
以
下
、

A
C
と
記
す
〉
の
み

機能割引に関する対価差別上の諸問題 (2)

が
利
用
可
能
な
機
械
を
保
持
し
て
い
た
。
販
売
価
格
は
二
四
個
入
り
六
四
セ
ン

ト
価
を
基
準
に
見
る
と
、
一

O
O個
人
り
引
き
渡
し
価
格
二
ド
ル
一

0
セ
ン
ト

は
五

0
・
五
セ
ン
ト
、
六

O
個
人
り
引
き
渡
し
価
格
一
ド
ル
三
五
セ
ン
ト
は
、

五
三
セ
ン
ト
、
六

O
個
人
り
同
一
ド
ル
五

0
セ
ン
ト
は
六

0
セ
ン
ト
と
な
り
、

価
格
差
が
生
じ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

自
販
業
者
間
で
は
、
機
械
の
置
き
場
所
が
重
要
で
あ
る
が
、
有
利
な
割
引
を

得
た
事
業
者
は
大
き
な
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
支
払
っ
て
良
い
場
所
を
確
保
で
き

る
。
又
、
チ
ェ
ー
ン
は
一

O
Zも
の
割
引
販
売
を
行
い
、
高
い
価
格
で
購
入

L

た
R
は
、
競
争
価
格
で
売
っ
て
利
益
削
減
を
強
い
ら
れ
る
か
、
高
価
格
で
売
っ

て
事
業
を
失
い
販
売
量
削
減
と
な
る
こ
と
を
強
い
ら
れ
て
い
た
。
そ
う
い
っ
た

R
に
販
売
し
て
い
た
J
も、

R
の
事
業
損
失
の
結
果
、
損
失
を
被
っ
た
。
あ
る

場
合
に
は
、

R
が
J
よ
り
も
チ
ェ
ー
ン
や
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
か
ら
購
入
す
る
方
が

安
い
。
又
、
大
規
模
自
版
業
者
は
直
接
被
告
か
ら
低
価
格
で
購
入
し
て
い
る
か

ら
、
こ
れ
も
J
の
販
売
額
削
減
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
以
上
か
ら
競
争
侵
害
が

認
定
さ
れ
た
。
こ
の
他
本
件
で
は
限
定
地
域
向
け
、
販
促
プ
ロ
ジ
ェ
グ
ト
、

季
節
プ
ラ
ン
等
の
特
別
割
引
販
売
も
違
法
と
さ
れ
て
い
る
。

被
告
は
、
コ
ス
ト
正
当
化
抗
弁
を
行
っ
た
。
そ
の
際
被
告
は
、
顧
客
を

A

C
、
(
U
C
口
町
四

2
5ロ
(
い
与

Z
2
(以
下
、

C
O
C
と
記
す
て
他
の
自
販
業
者
、

残
り
総
て
の
事
業
者
か
ら
成
る
通
常
購
入
者
と
四
種
に
分
類
し
て
、
コ
ス
ト
計

算
を
行
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
事
業
全
体
の
、
二
・
七
%
、

0
・
九
%
、
了
コ
一
%
、

約
九
五
%
を
占
め
て
い
る
。
こ
の
通
常
購
入
者
に
は
、
価
格
上
の
優
遇
を
受
け

て
い
る
者
も
含
ま
れ
て
お
り
、
こ
の
通
常
購
入
者
内
で
の
価
格
差
の
正
当
化
を

被
告
は
行
っ
て
い
な
い
。
又
、
比
較
の
対
象
と
な
る
価
格
も
、
算
出
さ
れ
た
ド

ル
販
売
額
を
算
出
さ
れ
た
生
産
量
で
割
っ
て
求
め
た
仮
の
数
値
で
あ
っ
て
現
実

の
販
売
価
格
な
の
で
は
な
い
。
又
、
被
告
の
会
計
績
か
ら
は
、
現
実
の
経
営
に

基
づ
い
た
コ
ス
ト
配
賦
を
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、
被
告
は
ド
ル
販
売
額

に
基
づ
き
、
共
通
費
を
各
商
品
に
対
し
配
賦
し
た
。
こ
の
方
法
が
、
正
確
で
真
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実
の
結
果
を
も
た
ら
す
方
法
で
あ
る
こ
と
を
示
す
コ
ス
ト
研
究
を
被
告
は
し
て

い
な
い
。
結
局
、
配
賦
は
単
な
る
見
積
も
り
以
上
で
は
な
く
、
コ
ス
ト
正
当
化

は
成
立
し
な
い
、
と
結
論
さ
れ
た
。

さ
て
、
被
告
提
出
の
抗
弁
に
よ
る
と
、
通
常
購
入
者
と

A
C
と
の
コ
ス
ト
差
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は
、
五
セ
ン
ト
棒
に
つ
き
、
一

O
O
O個
当
り
で
八
ド
ル
四
二
セ
ン
ト
、
他
方

(
日
)

価
絡
差
は
六
ド
ル
六
二
セ
ン
ト
で
あ
っ
た
。
通
常
購
入
者
に
の
み
属
す
る
と
さ

れ
た
コ
ス
ト
に
は
、
販
売
手
数
料
、
品
落
ち
商
品
に
対
す
る
手
当
、
信
用
危
険

コ
ス
ト
、
広
告
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
運
賃
、
保
管
費
な
ど
が
あ
る
他
、
包
装
費
に
か

な
り
の
差
が
見
ら
れ
る
。
(
こ
れ
ら
の
う
ち
、
包
装
費
、
品
落
ち
商
品
コ
ス
ト

は
品
目
に
対
し
て
コ
ス
ト
が
直
接
算
出
で
き
た
が
、
ほ
と
ん
ど
は
ド
ル
販
売
額

(
日
)

を
利
用
し
て
配
賦
さ
れ
て
い
る
。
〉
こ
れ
に
対
し
て
審
査
官
は
、
こ
れ
ら
一
部

(
日
)

コ
ス
ト
項
目
の
通
常
購
入
者
の
み
へ
の
コ
ス
ト
配
賦
も
問
題
と
し
て
い
た
。
審

判
中
に
被
告
は
、

F
T
C会
計
官
の
方
法
で
は
経
営
実
務
上
無
理
で
あ
る
こ
と

や
、
「
正
当
に
制
酌
」
の
法
文
言
が
意
味
を
失
う
こ
と
に
な
る
こ
と
を
指
摘
し

て
し
九
日
。
他
方
、

F
T
C
会
計
官
は
法
の
要
求
に
苧
え
る
ほ
ど
詳
細
な
コ
ス
ト

一ア

l
タ
を
保
持
し
て
い
る
事
業
者
の
存
在
を
知
ら
な
い
こ
と
、
デ
ー
タ
収
集
に

は
莫
大
な
コ
ス
ト
が
か
か
る
こ
と
を
認
め
て
も
い
る
が
、
コ
ス
ト
正
当
化
が
で

き
る
か
、
ど
の
事
業
者
も
限
ら
れ
た
地
域
・
時
間
を
対
象
と
し
て
で
も
調
査
し

(
凶
)

て
お
く
べ
き
も
の
で
あ
る
、
と
述
べ
て
い
る
。

こ
れ
ら
事
例
の
う
ち
、

N
C
は
機
能
分
類
が
不
正
確
で
慾
意
的
に
顧
客
を
あ

る
ク
ラ
ス
に
属
さ
せ
る
こ
と
が
価
格
差
別
と
さ
れ
た
事
例
で
あ
り
、

C
C
の
事

例
は
客
の
ク
ラ
ス
分
け
が
買
手
の
購
買
力
の
違
い
或
い
は
こ
れ
に
密
接
な
関
係

を
持
つ
客
の
市
場
シ
ェ
ア
に
基
づ
い
て
さ
れ
て
い
る
と
一
応
見
ら
れ
る
事
例
で

あ
り
、
購
入
者
間
に
相
互
の
競
争
関
係
が
あ
っ
て
競
争
侵
害
の
発
生
が
認
定
さ

れ
た
事
例
で
あ
る
、
と
評
価
で
き
る
。
そ
し
て
同
時
に
初
期
の
法
運
用
で
は
、

コ
ス
ト
正
当
化
に
ど
の
よ
う
な
精
度
が
要
求
さ
れ
ど
の
よ
う
な
方
法
が
適
合
可

能
か
が
不
明
な
為
に
、
事
後
的
な
ス
タ
デ
ィ
で
は
正
当
化
が
ほ
ぼ
不
可
能
で
あ

り、

F
T
C
の
要
求
す
る
精
度
も
か
な
り
厳
格
で
あ
る
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ

た
も
の
と
言
え
る
。
他
方
、
被
告
提
出
の
デ
l
F
か
ら
は
、
本
件
で
分
析
の
対

象
と
な
る
機
能
割
引
に
関
し
て
は
、
大
幅
割
引
を
与
え
た
客
へ
の
コ
ス
ト
は
相

対
的
に
低
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
も
窺
え
、
経
済
概
念
上
は
非
差
別
の
価
格
差

が、

F
T
C
の
コ
ス
ト
正
当
化
規
定
の
厳
格
な
運
用
の
為
に
違
法
と
さ
れ
て
し

ま
っ
た
疑
い
も
あ
ろ
う
。

五

ラ
酔
フ
ロ
イ
ド
事
件
(
一
九
五

O
|二
回
一
)

被
告
は
、
ア
ス
ベ
ス
ト
・
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
屋
根
材
料
の
製
造
・
販
売
を
行

っ
て
お
り
、
最
大
規
模
の
事
業
者
の
一
つ
で
あ
る
。
販
売
先
は
、
卸
業
者
(
以

下、

W
)
・
小
売
業
者
(
以
下
、

R
)
・
屋
根
材
料
取
り
付
け
の
請
負
業
者
(
以

下、

A
)
で
あ
る
。
被
告
は
二
%
の
現
金
割
引
の
他
、
デ
ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ
l
タ

l
コ
ミ
ッ
シ
ヨ
ン
と
卸
割
引
と
呼
ば
れ
て
い
る
こ
種
の
機
能
割
引
を
与
え
て
お

り
、
審
査
官
は
定
価
の
五
J
七
・
五
%
の
割
引
・
価
格
差
が
一
部
の
顧
客
に
与

え
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
立
証
し
て
い
た
。
し
か
し
差
別
の
存
在
に
対
し
て
鋭
い

対
立
が
被
告
人
と
審
査
官
の
聞
に
存
在
し
て
い
た
。

F
T
C
は
差
別
立
証
に
つ

い
て
不
十
分
な
証
拠
が
あ
る
と
の
審
判
官
の
結
論
を
是
認
し
つ
つ
、
同
時
に
一
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定
の
購
入
者
に
与
え
ら
れ
た
特
定
の
機
能
分
類
の
呼
称
が
購
入
者
に
よ
り
現
実

に
為
さ
れ
た
機
能
を
常
に
決
定
的
に
指
示
す
る
も
の
で
は
な
い
と
の
審
判
官
の

指
摘
に
も
同
意
し
た
。
本
件
で
は
、

A
が
し
ば
し
ば
他
の

A
に
被
告
製
品
を
販

売
し
た
り
、

W
が
し
ば
し
ば
A
と
し
て
活
動
し
て
お
り
、
客
に
適
用
さ
れ
た
機

能
分
類
は
不
正
確
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
事
実
上
競
争
関
係
に
あ
る
購
入

者
間
に
お
け
る
価
格
差
別
が
立
証
さ
れ
て
い
る
か
が
重
要
で
あ
る
、
と
結
論
さ

れ
た
。
当
業
界
の
競
争
は
激
し
く
、
二
・
五
%
の
価
格
差
で
も
購
入
者
の
顧
客

移
転
に
重
要
な
影
響
が
あ
る
と
し
て
、
購
入
事
業
者
間
で
の
競
争
侵
害
を
認
定

し
た
。
排
除
措
置
命
令
は
、
事
実
上
競
争
関
係
に
あ
る
者
へ
の
価
格
差
別
を
禁

止
す
る
包
括
的
な
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
関
し
て
最
高
裁
ま
で
争
わ
れ
た
。
本

機能害時|に関する対価差別上の諸問題 (2)

件
は
、
機
能
分
類
が
不
正
確
で
差
別
を
受
け
る
事
業
者
間
に
競
争
関
係
が
あ
る

(
紅
)

場
合
に
違
法
性
が
認
定
さ
れ
た
事
例
と
言
え
る
。

ノ、

ス
パ
ー
ク
プ
ラ
グ
業
界
事
件
(
一
九
五
三
一
年
)

プ
ラ
グ
販
売
に
は
約
四
O
の
事
業
者
が
あ
り
、

一
O
社
が
製
造
も
行
っ
て
い

る
が
、
全
プ
ラ
グ
の
八
O
%
以
上
を
こ
れ
ら
被
告
の
主
要
三
者
で
生
産
し
て
い

る
。
被
告
は
い
ず
れ
も
自
動
車
メ
ー
カ
ー
に
原
装
。
フ
ラ
グ
と
し
て
、
又
、
置
換

用
プ
ラ
グ
を
諸
種
の
事
業
者
に
販
売
し
て
い
る
。
原
装
プ
ラ
グ
が
置
換
用
プ
ラ

グ
よ
り
も
安
く
販
売
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
当
初
問
題
と
さ
れ
た
が
、
審
決
で
は

価
格
差
の
競
争
へ
の
影
響
が
立
証
さ
れ
て
い
な
い
と
し
て
適
法
と
さ
れ
た
。

置
換
部
品
の
販
売
に
関
し
て
は
、
倉
庫
を
保
持
し
て
い
る
卸
業
者
(
以
下
、

W
D
)、
直
接
取
引
仲
卸
業
者
〔
以
下
、

D
J〉、

W
D
を
通
じ
て
取
引
す
る
仲

卸
業
者
(
以
下
、

I
J
)
、
及
び
自
ら
の
主
製
品
の
流
通
業
者
向
け
に
置
換
プ

ラ
グ
を
販
売
す
る
自
動
車
メ
ー
カ
ー
・
石
油
会
社
等
に
販
売
し
て
い
る
、
と
ま

と
め
ら
れ
る
o
W
D
の
I
J向
け
販
売
の
価
格
等
は
被
告
に
よ
り
定
め
ら
れ
、

J
は
被
告
の
間
接
的
購
入
者
と
言
え
る
と
F
T
C
は
認
定
し
て
い
る
。
価
格
は

だ
い
た
い

J
に
一
一
一
一
セ
ン
ト
前
後
、

W
D
に
二
八
セ
ン
ト
前
後
で
販
売
さ
れ
、

更
に
J
に
再
販
売
さ
れ
た
。
フ
ラ
グ
に
つ
き
一
O
%
の
追
加
割
引
が
被
告
に
よ
り

W
D
に
与
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
差
別
を
受
け
た
事
業
者
は
、
ガ
レ
ー
ジ
、
ガ

ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ト
、
デ
ィ
ー
ラ
ー
や
ユ
ー
ザ
ー
へ
の
販
売
を
め
ぐ
っ
て
競
争
し

て
お
り
、
価
格
差
別
は
そ
の
問
の
競
争
を
侵
害
す
る
と
し
て
違
法
と
さ
れ
た
。

な
お
被
告
の
う
ち
、

(ur同
日
間
》

FCロ
ω官-門
r
E
C伺
わ
0

・
は
、

W
D
が
フ
ラ
ン

チ
ャ
イ
ズ
を
与
え
た
J
に
販
売
し
た
場
合
に
の
み
追
加
割
引
を
与
え
て
お
り
、

。2
2丘
一
玄
2
0
3
は
W
D
に
排
他
的
に
自
己
の
製
品
を
取
り
扱
い
一
定
の

役
務
を
果
た
す
こ
と
を
求
め
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
差
別
の
う
ち
、
自
動
車
メ
ー
カ
ー
・
タ
ク
シ
ー
会
社
等
に
与
え
ら

れ
た
有
利
な
割
引
は
、
購
買
力
の
認
知
と
も
見
ら
れ
、

W
D向
け
の
有
利
な
割

引
は
、
購
入
者
の
メ
ー
カ
ー
側
へ
の
役
務
の
提
供
、
購
入
事
業
者
の
メ
ー
カ
ー

商
品
の
選
好
度
に
基
づ
く
も
の
、
と
見
ら
れ
る
。
こ
の
場
合
の

W
D
は
、
デ
ィ

ー
ラ
l
に
対
し
て
販
売
す
る
場
合
に
も
W
D
と
し
て
の
機
能
を
果
た
す
が
、

J
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が
W
D
機
能
を
果
た
す
こ
と
は
な
い
と
考
え
ら
れ
、

W
D
に
対
す
る
割
引
は
流

通
機
能
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
っ
て
経
済
概
念
上
の
差
別
で
は
な
い
と
評
価
す

る
こ
と
も
可
能
で
は
な
い
か
と
も
言
え
よ
う
。

七

(
お
)

シ
ャ

l
ウ
ィ
ン
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
事
件
(
一
九
四
三
年
)

吋

}
H
O
ω
r
2
3ロ
・
巧
巳
ぽ
自
由
。
c
・
及
び
そ
の
一
O
O
V
A
所
有
子
会
社
の

、吋
r
o
r
o唱
σ
ω
B子
2
ω

わ
0
・
と
旬
。
ゲ
ロ
同
上
回
E
ω
h
r
(
U
0
・
(
以
下
、

s、
L

o、
L
U
と
記
す
)
は
、
ペ
イ
ン
ト
製
品
の
製
造
・
販
売
を
行
っ
て
い
る
。

被
告
は
、
通
例
、
小
売
業
者
(
以
下
、

R
)
向
け
に
の
み
販
売
し
て
お
り
、

卸
業
務
の
み
行
う
事
業
者
に
は
販
売
し
て
い
な
い
。
数
量
割
引
政
策
が
採
ら
れ

た
が
、
他
の

R
に
販
売
し
て
卸
業
者
と
し
て
も
活
動
し
て
い
る
と
認
め
た
者

(
以
下
、

J
)
の
R
向
け
販
売
分
に
卸
割
引
も
与
え
て
い
た
。

S
は
提
供
さ
れ

た
役
務
に
よ
り
五
J
二
了
五
%
の
割
引
、
通
例
七
・
五
%
な
い
し
一
O
%
の
割

引
を
与
え
た
。
通
例
、
月
末
に
J
に
対
し
て
先
月
の
対
R
向
け
総
販
売
額
を
示

す
明
細
書
の
提
出
を
求
め
た
。
そ
し
て
、
数
量
割
引
控
除
後
、
前
記
の
割
引
率

に
基
づ
く
割
引
を
ク
レ
ジ
ッ
ト
で
与
え
た
。
こ
の
行
為
は
違
法
と
さ
れ
て
い

な
し
。他方
、

L
O
は
J
に
全
事
業
に
占
め
る
卸
事
業
比
率
の
報
告
を
提
出
さ
せ
、

そ
れ
に
基
づ
き
J
に
対
す
る
割
引
を
与
え
た
。

L
U
は
卸
事
業
比
率
の
把
握
の

為
に
、
ま
ず
総
て
の
J
に
対
し
対
R
販
売
分
の
イ
ン
ボ
イ
ス
も
し
く
は
保
証
付

き
明
細
書
の
提
出
を
求
め
た
。
し
か
し
不
服
の
J
に
は
、
対
R
取
引
分
の
比
率

の
み
の
保
証
付
明
細
書
の
提
出
も
認
め
た
。
そ
の
結
果
現
実
に
は
後
の
方
法
の

み
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の

L
O、
L
U
の
機
能
割
引
供
与
の
方
法

で
は
J
の
正
確
な
卸
事
業
量
の
把
渥
が
で
き
ず
、
小
売
分
に
ま
で
卸
割
引
が
与

え
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、
こ
れ
は
J
と
他
の

R
と
の
聞
を
小
売
商
品
分
に
つ
き

価
格
上
差
別
す
る
も
の
と
な
る
と
さ
れ
、
違
法
と
さ
れ
た
。
本
件
で
は
他
に
、

全
量
小
売
し
て
い
る
者
に
卸
割
引
の
名
目
の
割
引
が
与
え
ら
れ
て
い
る
事
実
も

あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
他
、
諸
種
の
数
量
割
引
も
違
法
性
が
認
定
さ
れ
た
が
、
審
判
開
始
決
定
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書
に
記
さ
れ
て
い
た
以
下
の
事
実
は
F
T
C
の
権
利
を
段
損
す
る
こ
と
な
く
違

法
と
さ
れ
な
か
っ
た
。
第
一
に
卸
売
販
売
分
と
小
売
販
売
分
の
集
計
に
数
量
割

引
を
与
え
る
こ
と
、
第
二
に
J
の
卸
売
分
へ
の
卸
割
引
供
与
、
第
三
に
J
が
R

の
実
質
的
な
財
務
上
の
権
益
な
い
し
株
式
の
実
質
的
に
総
て
を
所
有
し
て
い
る

場
合
、
逆
に
R
が
J
を
同
様
に
所
有
し
て
い
る
場
合
、
ー
が
こ
の
関
係
に
あ
る

R
に
対
し
て
卸
売
価
格
よ
り
も
安
く
販
売
し
て
い
る
商
品
へ
の
卸
割
引
供
与
、

第
四
に

R
の
代
理
業
的
な
J
に
す
ぎ
ず
R
と
一
体
と
み
な
さ
れ
る
J
に
対
す
る

卸
割
引
供
与
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
三
、
四
番
目
は
後
の
事
件
で
は
違
法

と
さ
れ
、
二
番
目
も
問
題
と
な
り
得
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
行
く
。
本
件

は
、
卸
小
売
両
事
業
を
行
う
事
業
者
に
対
し
て
、
メ
ー
カ
ー
が
小
売
販
売
分
に

卸
割
引
を
与
え
た
場
合
に
問
題
と
な
り
得
る
こ
と
が
再
確
認
さ
れ
る
と
と
も



に
、
メ
ー
カ
ー
に
購
入
事
業
者
の
再
販
売
先
に
つ
い
て
明
確
な
確
認
手
段
を
用

い
る
必
要
の
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
事
例
で
あ
る
と
言
え
よ
兜
o

さ
て
こ
れ
ら
七
種
の
ケ

l
ス
か
ら
次
の
こ
と
が
ま
と
め
ら
れ
よ
う
。
ま
ず
、

メ
ー
カ
ー
側
に
よ
る
機
能
分
類
が
そ
も
そ
も
不
明
確
で
資
絡
の
な
い
者
を
含
む

場
合
、
複
数
の
割
引
率
が
同
じ
ク
ラ
ス
内
の
客
の
間
に
与
え
ら
れ
て
い
る
場
合

で
、
割
引
率
が
差
別
さ
れ
る
購
入
者
間
に
影
響
を
与
え
る
に
足
る
大
き
さ
の
場

合
は
違
法
と
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
機
能
分
類
が
明
確
に
実
施
さ
れ
て

い
て
も
、
そ
れ
が
買
手
の
市
場
シ
ェ
ア
、
購
入
量
、
メ
ー
カ
ー
に
対
す
る
役
務

の
程
度
、
製
品
に
対
す
る
買
手
側
の
選
好
度
、
買
手
の
購
入
機
能
等
に
基
づ
く

機能割引に関する対価差別上の諸問題 (2) 

場
合
に
は
、
異
な
る
分
類
ク
ラ
ス
に
属
す
る
購
入
事
業
者
間
で
も
そ
の
購
入
者

聞
に
競
争
が
存
在
し
割
引
率
が
そ
れ
ら
購
入
者
聞
の
競
争
に
影
響
を
与
え
る
に

足
る
ほ
ど
の
も
の
で
あ
れ
ば
、
機
能
割
引
の
名
目
に
か
か
わ
ら
ず
違
法
性
が
認

定
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
他
方
、
卸
業
者
の
卸
売
分
に
対
し
て
卸
割
引
を
与
え

る
こ
と
、
換
言
す
れ
ば
伝
統
的
な
卸
・
仲
卸
・
小
売
と
い
っ
た
流
通
業
者
の
位

置
に
基
づ
い
て
与
え
ら
れ
る
機
能
割
引
で
、
か
つ
流
通
業
者
の
分
類
が
購
入
面

で
は
な
く
販
売
面
に
着
目
し
て
決
め
ら
れ
て
い
る
場
合
は
合
法
と
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
事
例
に
現
わ
れ
る
割
引
供
与
に
は
流
通
業
者

の
購
買
力
に
基
づ
い
て
与
え
ら
れ
る
も
の
と
と
も
に
流
通
業
者
の
現
実
の
流
通

サ
ー
ビ
ス
に
対
し
て
与
え
ら
れ
て
い
て
経
済
概
念
上
の
差
別
に
は
該
当
し
な
い

の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
も
の
も
存
在
し
た
。
又
、
自
由
競
争
阻
害
を
も
た

ら
す
ほ
ど
の
も
の
で
あ
っ
た
か
も
議
論
の
余
地
が
あ
ろ
う
。

な
お
、
メ
ー
カ
ー
が
統
合
卸
小
売
業
者
に
一
律
に
卸
割
引
を
与
え
た
場
合
、

メ
ー
カ
ー
が
同
時
に

R
に
直
接
販
売
し
て
い
る
な
ら
ば
小
売
販
売
を
め
ぐ
っ
て

競
争
侵
害
を
問
う
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、

R
へ
の
直
接
販
売
が
為
さ
れ
て

い
な
い
場
合
J
へ
の
販
売
価
格
に
差
異
が
な
け
れ
ば
、
差
別
の
形
式
的
要
件
が

存
在
し
な
い
故
に
統
合
卸
小
売
業
者
の
小
売
分
へ
の
卸
割
引
供
与
を
全
く
問
題

に
し
得
な
く
な
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
て

J
か
ら
購
入
す
る

R
が

メ
ー
カ
ー
の
購
入
者
と
み
な
さ
れ
れ
ば
法
適
用
が
可
能
と
な
る
。
こ
れ
は
間

接
的
購
入
者
の
理
論
と
呼
ば
れ
ス
パ
ー
ク
。
フ
ラ
グ
業
界
事
件
で
適
用
さ
れ
て
い

た
。
こ
の
理
論
の
リ
l
デ
ィ
ン
グ
ケ
l
ス
は
、
数
量
割
引
の
町
内
門
出
向
7
H
ν
7
0
2
H

(
お
}

【

U
Z
2
0
(
U
C門
司
・
の
事
例
で
あ
り
、
メ
ー
カ
ー
が
卸
業
者
か
ら
購
入
す
る
小
売

業
者
に
対
し
て
自
ら
販
促
活
動
を
行
い
、
小
売
業
者
の
再
販
売
価
格
を
支
配
し

て
い
た
こ
と
に
対
し
て
小
売
業
者
を
メ
ー
カ
ー
の
間
接
的
購
入
者
と
認
定
し
て

い
る
。
間
接
的
購
入
者
の
理
論
は
、
機
能
割
引
の
問
題
と
重
要
な
関
連
を
持
つ

理
論
で
あ
る
。

(

1

)

本
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〉
5
0
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w
W
5
2
2
h
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北法33(4・103)1141



N
Z
H
(
苫
で
咽
)
的
的
誕
#

(ヨ) Ibid. p. 242. 

(出) lbid. pp. 242-243. 

(~) lbid. pp. 251， 255. 

(口) lbid. 

C~ ) lbid. p. 253 
(含) Nutrine!lや相 op.cit. Sawyer， pp. 103-104， Curtiss !l 

i' A¥VJ![ op. cit. Sawyer， pp. 59-60， p. 105会J-1¥品陸。

(自) Ruberoid Co.， 46 F. T. C. 379 (1950)， afJ'd 189 F. 2d 

893 (2d Cir. 1951)， aff'd 343 U. S. 470 (1952). 

(~) op. cit. Sawyer， p. 48. 

(~) Champion Spark Plug Co.， 50 F. T. C. 30 (1953); Gen-

eral Motors Corp. and AC Spark Plug Co.， 50 F. T. C. 

54 (1953); Electric Auto-Lite Co.， 50 F. T. C. 73 (1953). 

(自) Sherwin-Williams Co.， 36 F. T. C. 25 (1943). 

(;::1;) op. cit. Sawyer， p. 101; op. cit. Bartenstein， pp. 130-

132; op. cit. Comments， pp. 267-268. 

(~) Kraft-Phenix Cheese Corp.， 25 F. T. C. 537 (1937). 

(~) 手話ト獲量昔『ト弐=-R鴬屯語!<~滋Jl (~i民÷く動ヨヨ話量制・ l 兵く

i 1) 11，く 11m(。

( "") Agricultural Laboratories， Inc.， 26 F. T. C. 296 (1938); 

Hansen Inoculator Co.， 26 F. T. C. 303 (1938); Urbana 
Laboratories， 26 F. T. C. 312 (1938); Nitragin Co.， 26 F. 

T. C. 320 (1938). 

〔的) ~l'--' 1fl迄やさまは草査会心+--!l区制広報網F 門会1主主Z主総WlI'
p:::う~~限線網ベJMヨ←。軍~4~!l吋""--.芝居線網-iOJ料蛍←I'Q'J -'J'ヰミ
4守的。

十
l

¥

忠
志

K.~入''<\ー';L 張、γ え持主主

け Ajt-' '!:!話言。.ti!l:-:ら限鰍榊-\)も恨事後悔-\)':も総司トi:iR~ll -IQ，Q ì id謹二百

引JQ淵畏叫〆「一千ミ-;::きQ.ti!l:事*網(Q蒋示:£4h限総司仰は総!とれJ兵

自民11揺

(叩) op. cit. Sawyer， p. 103. 

(凶) Comments， 49 Mich. L. Rev. 261， 264 (1950). 

(申) lbid. p. 265. 

(ド) F. Bartenstein， Functional discounts under the Robin司

son-Patman Act， 4 Wash. "島 LeeL. Rev. 121， 127-128 

(1947). '*"' 'J千):'::! J![ ';...l '" JI' r< Q争中!l障騒限←崎隆ag!lí'ムド士~'
E主必I'Q~皇戸く榊~!lJ![ i 1軍~Î-' I蛍限ヤ "(A\V\'J-時I'Q-'J Q 士一世'ふ 1廷

判~.;..!' -'J~吋必~ドム的。

(∞) Golf Ball Manufactures' Assn.， 26 F. T. C. 824 (1938). 

(0) ) op. cit. Sa wyer， p. 104. 

(S) American Crayon Co.， 32 F. T. C. 306 (1940); Binney 

and Smith Co.， 32 F. T. C. 315 (1940); American Art Clay 

Co.， 38 F. T. C. 463 (1944) 

(ロ) op. cit. Sawyer， p. 104. 

(出) Nutrine Candy Co.， 30 F. T. C. 115 (1939); Curtiss 
Candy Co.， 44 F. T. C. 237 (1947). 

(記) Herbert F. Taggart， Cost Justポcatioll，(The University 
。fMichigan Ann Arbor， 1959) p. 246. 



て
メ
ー
カ
ー
か
ら
直
接
購
入
す
る
小
売
業
者
が
不
利
と
な
る
一
一
一
段
階
侵
害
の
差

別
を
含
み
、
最
高
裁
ま
で
争
わ
れ
広
範
な
議
論
を
呼
ん
だ
∞
仲
間
口

E
E
E
-

(
U
0

・
(
C『

F
E
E
E
)
の
ケ
仁
川
)
を
分
析
す
る
。
ま
ず
二
段
階
侵
害
・
=
一
段
階

侵
害
が
審
決
で
ど
う
認
定
さ
れ
て
い
る
か
、
又
そ
の
妥
当
性
を
検
討
す
る
。
そ

し
て
被
告
の
行
っ
た
コ
ス
ト
正
当
化
抗
弁
に
対
す
る

F
T
C
の
対
処
を
、
審
判

で
の
議
論
と
審
決
を
通
じ
て
検
討
し
そ
の
問
題
点
を
指
摘
す
る
。
そ
し
て
三
段

階
侵
害
に
対
す
る
排
除
措
置
命
令
に
触
れ
二
段
階
侵
害
に
関
す
る
本
件
で
の

F
T
C
の
法
運
用
を
ま
と
め
る
。
そ
の
後
、
司
法
長
官
の
反
ト
ラ
ス
ト
研
究
全

国
委
員
会
レ
ポ
ー
ト
の
批
判
を
検
討
し
、
こ
れ
以
後
模
索
さ
れ
る
新
理
論
の
背

機能割引に関する対価差別l上の諸問題 (2) 

景
を
明
ら
か
に
す
る
。
次
に
三
段
階
侵
害
の
問
題
の
よ
り
詳
し
い
検
討
を
排
除

措
置
命
令
の
分
析
を
媒
介
に
行
う
。
そ
し
て
分
析
を
更
に
深
め
る
為
、
よ
り
広

い
背
長
の
中
で
本
件
を
捉
え
返
し
、
以
上
の
分
析
に
立
っ
て
三
段
階
侵
害
の
問

題
に
い
か
に
対
処
す
べ
き
か
の
提
起
を
試
み
る
。

被
告
S
が
デ
ト
ロ
イ
ト
地
域
に
供
給
す
る
ガ
ソ
リ
ン
は
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
州

で
精
製
さ
れ
、
次
い
で
五
大
湖
上
を
通
っ
て
デ
ト
ロ
イ
ト
辺
境
部
の
タ
l
ミ
ナ

ル
に
送
ら
れ
る
。

S
の
販
売
先
に
は
、
ま
ず
、

S
が
所
有
又
は
賃
借
し
た
施
設

で
経
営
を
行
う
二

O
八
の
小
売
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
(
以
下
、
リ
ー
ス

R
)
、
及
び

自
己
で
所
有
又
は
他
か
ら
賃
借
し
た
施
設
で
経
営
し

S
か
ら
S
の
ブ
ラ
ン
ド
の

必
要
量
の
総
て
の
供
給
を
受
け
る
契
約
を
結
ん
だ
一
五

O
の
小
売
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
(
以
下
、
契
約
R
)
が
あ
る
。
こ
れ
ら
へ
の
供
給
は
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
か
ら
タ

ン
ク
カ

l
な
い
し
輸
送
ト
ラ
ッ
ク
で
デ
ト
ロ
イ
ト
の
、

S
の
プ
ラ
ン
ト
へ
輸
送

さ
れ
た
後
、
そ
こ
か
ら
タ
ン
ク
ト
ラ
ッ
ク
で
供
給
さ
れ
、
同
M
E
E
L
Sロ
r'

耳
白

m
c口
問

5
8
(以
下
、
タ
ン
ク
ワ
ゴ
ン
価
)
で
販
一
売
さ
れ
る
。
他
方
、

S
は

大
量
引
き
渡
し
が
可
能
な
プ
ラ
ン
ト
を
保
持
し
十
分
な
量
を
購
入
し
信
用
を
供

与
す
る
に
足
る
財
務
状
態
な
い
し
信
用
状
態
の
保
持
を
条
件
に
、
四
つ
の
顧
客

を
ジ
ョ
パ

i

(
以
下
、

J
)
と
分
類
し
て
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
か
ら
タ
ン
ク
カ
!
な

い
し
輸
送
ト
ラ
ッ
ク
で
直
接
供
給
し
た
。

S
は
こ
れ
ら
J
に
、
最
大
の
銘
柄
レ

ッ
ド
ク
ラ
ウ
ン
を
タ
ン
ク
ワ
ゴ
ン
価
よ
り
ー
ワ
セ
ソ
ト
/
ガ
ロ
ン
安
い

5
r・

2
司

唱

ユ

n
o
(
以
下
、
タ

γ
グ
カ

l
価
)
で
販
売
し
た

Q
Jは
卸
売
の
み
行
う

こ
と
は

S
に
よ
り
条
件
と
さ
れ
ず
、
四
者
の
う
ち

ZEmw
〉ロ件。

ω己
目
当
}
可

(
U
0

・
(
以
下
、

N
)
は
全
量
小
売
を
、
(
U

エ
ロ
ロ
'
H

内三

ro--

。c-
(以
下
、

C
)
、

ω
E
2
5
2
0エ
の
0
・
(
以
下
、

S
T
)、
巧

a
z
oニ
の
c・
(
以
下
、

W
〉

は
、
九
四
J
一
O
六
の

R
に
販
売
す
る
他
、
小
売
も
行
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
J
と
R
と
の
小
売
販
売
に
お
け
る
競
争
に

S
の
ー
ワ
セ
ン
ト
/
ガ
ロ

ン
の
販
売
価
格
差
の
与
え
る
影
響
が
二
段
階
侵
害
舟
し
て
問
題
と
さ
れ
た
。

J

の
う
ち
全
量
小
売
す
る

N
は
二
九
三
七
年
か
ら
他
の

R
の
小
売
価
格
に
比
し
、

公
然
或
い
は
秘
密
に
二
セ
ン
ト
余
り
安
く
販
売
し
た
。

N
に
数
年
に
わ
た
る
当

地
域
の
主
要
ブ
ラ
ン
ド
の
小
売
価
格
切
り
下
げ
を
引
き
起
こ
し
た
責
任
が
あ
る

と

F
T
C
は
認
定
し
た
。
又
、

C
も
一
九
三
八
・
三
九
年
に
割
引
カ

l
ド
を
与

え
る
こ
と
に
よ
り
一
ガ
ロ
ン
当
り
二
セ
ン
ト
割
引
か
一
実
施
し
た
。
当
地
域
の
ガ
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ソ
リ
ン
販
売
量
は
ほ
ぼ
一
定
で
あ
り
R
の
販
売
価
格
差
は
特
に
主
要
会
ブ
ラ
ン
ド

で
は
消
費
者
に
と
り
販
売
先
送
択
の
重
要
な
要
因
と
な
る
。
タ
ン
ク
ワ
ゴ
ン
価

と
小
売
価
格
聞
の
マ
ー
ジ
ン
は
小
さ
く
=
ア
ゴ
一
セ
ン
ト
/
ガ
ロ
ン
で
あ
る
。
以
上

の
事
実
に
対
し
、

S
の
J
へ
の
1
片
セ
ン
ト
/
ガ
ロ
ン
安
の
価
格
上
の
差
別
的

優
遇
は
、
小
売
販
売
分
野
で
J
に
S
の
R
を
含
む
他
の

R
に
対
し
て
実
質
的
な

競
争
上
の
優
遇
を
与
え
る
も
の
と
な
り
、

N
と
C
は
そ
れ
を
利
用
し
た
割
引
販

売
で
他
の

R
か
ら
客
を
奪
う
こ
と
が
可
能
と

L
目
、
そ
の
結
果
他
の

R
の
事
業

継
続
能
力
、
競
争
能
力
が
侵
害
さ
れ
た
と
し
て
二
段
階
侵
害
が
認
定
さ
れ
た
。

又、

C
は
R
チ
ェ
ー
ン
の
一
つ
に
タ
ン
ク
ワ
ゴ
ン
価
よ
り
一
セ
ン
ト
/
ガ
ロ

ン
安
く
、

R
の
一
つ
に

0
・
五
セ
ン
ト
/
ガ
ロ
ン
安
く
販
売
し
て
い
た
。
割
引
販

売
を
受
け
た

R
チ
ェ
ー
ン
は
、
小
売
に
お
い
て
一
ガ
ロ
ン
当
り
二
セ
ン
ト
の
割

引
販
売
を
行
っ
た
。

C
は
S
か
ら
受
け
た
差
別
の
利
益
を
部
分
的
に

R
チ
ェ

i

ン
に
移
行
さ
せ
る
こ
と
で
こ
の

R
チ
ェ
ー
ン
を
他
の

R
よ
り
も
有
利
に
さ
せ
た

ば
か
り
か
、
他
の

R
か
ら
顧
客
の
移
転
を
も
た
ら
し
、

R
チ
ェ
ー
ン
と
他
の

R

と
の
競
争
が
侵
害
さ
れ
た
と
し
た
。
以
上
に
対
し
て
、

S
の
C
に
対
す
る
I
L
1

セ
ン
ト
/
ガ
ロ
ン
安
の
価
絡
差
別
に
よ
り
コ
一
段
階
侵
害
が
発
生
し
た
と
認
定
さ

れ
た
。以
上
は
、
小
売
市
場
に
お
い
て
販
売
価
格
切
り
下
げ
が
競
争
に
与
え
る
影

響
が
大
き
く
、
又
R
マ
ー
ジ
ン
が
小
さ
い
場
合
に
、

一
部
の
購
入
事
業
者
に
の

み
小
売
価
格
切
り
下
げ
な
い
し
卸
価
格
切
り
下
げ
を
可
能
に
す
る
よ
う
な
価
格

差
別
を
行
っ
た
こ
と
で
違
法
性
が
認
定
さ
れ
た
と
、
ま
と
め
ら
れ
る
。
な
お
デ

ト
ロ
イ
ト
地
域
で
の
当
期
間
の

S
の
シ
ェ
ア
は
、

二
ハ
・
二
%
J
一
七
・
四
%
に

す
ぎ
な
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
差
別
的
利
益
を
得
た
事
業
者
に
よ
る
小
売
価

格
切
り
下
げ
が
実
施
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
ど
う
認
定
さ
れ
る
か
は
未
だ
明
確
で

は
な
い
と
言
え
よ
う
。

(
な
お
卸
価
格
切
り
下
げ
が
な
け
れ
ば
三
段
階
で
の
競

争
上
の
問
題
は
起
き
な
い
の
で
、
三
一
段
階
侵
害
の
価
格
差
別
の
問
題
と
は
な
り

得
な
い
。
)

こ
の
競
争
侵
害
の
認
定
に
対
し
て
、
い
く
つ
か
の

R
が
侵
害
さ
れ
た
と
は
言

え
る
に
せ
よ
、

R
の
数
は
一
九
一
二
三
J
三
九
年
に
か
な
り
増
加
し
て
い
た
の
で

(
4
)
 

あ
っ
て
市
場
全
体
と
し
て
の
競
争
に
は
影
響
が
な
か
っ
た
と
の
分
析
が
あ
る
。

又、

J
に
S
に
よ
り
求
め
ら
れ
た
前
述
の
流
通
機
能
を
果
た
す
為
に
コ
λ

ト
が

か
か
る
な
ら
ば
、
そ
の
価
格
上
の
利
益
は
費
消
さ
れ
他
の
非
優
遇
の

R
に
対
し

(
5
)
(
6
)
(
7
)
 

て
競
争
上
優
位
に
立
つ
こ
と
は
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
の
見
解
が
あ
る
。
コ

ス
ト
に
等
し
い
割
引
し
か
得
ら
れ
な
い
場
合
の
小
売
価
格
割
引
は
、

S
の
差
別

の
結
果
で
は
な
く
J
の
低
マ
ー
ジ
ン
経
営
を
選
択
し
た
企
業
行
動
と
見
ら
れ
る

か
ら
で
あ
る
。
コ
ス
ト
に
は
卸
事
業
に
対
す
る
買
手
の
収
益
も
含
む
べ
き
で
あ

る
と
も
主
張
さ
れ
て
い
~
日
。

こ
こ
で
J
の
流
通
機
能
-
評
価
の
問
題
が
登
場
し
た
が
、

S
は
こ
れ
を
コ
ス
ト

正
当
化
抗
弁
で
主
張
し
て
い
た
。

S
は
三
種
の
コ
ス
ト
正
当
化
の
抗
弁
を
提
出

し
、
う
ち
二
つ
が
J
に
関
す
る
も
の
で
本
稿
は
こ
れ
の
み
を
検
討
す
る
。
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ま
ず
S
は
、
デ
ト
ロ
イ
ト
地
域
の

R
に
対
す
る
コ
ス
ト
と
オ
ク
ラ
ホ
マ
地
域

の
J
に
対
す
る
コ
ス
ト
を
算
定
し
比
較
し
て
抗
弁
を
行
っ
た
。

R
向
コ
ス
ト
の

m，
2
5
 一
八
九
(
以
下
、

F
一
八
九
〉
と
呼
ば

算
出
の
基
に
な
っ
た
の
は
、

れ
る

S
が
日
常
、
経
営
活
動
で
適
当
な
費
用
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
為
に
用
い
て
い

一
二
五
項
目
の
コ
ス
ト
を

た
毎
月
作
成
さ
れ
る
コ
ス
ト
表
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

リ
ス
ト
し
た
も
の
で
、
費
用
配
分
に
規
則
的
に
用
い
ら
れ
た
分
類
項
目
は
、
タ

ン
ク
ワ
ゴ
ン

R
向
、
タ
ン
ク
ワ
ゴ
ン
消
費
者
向
、
リ
ー
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
所

得
と
費
用
、
他
の
販
売
方
法
関
係
、
自
動
車
関
係
向
、
の
五
つ
に
分
か
れ
て
い

た
。
も
っ
と
も
J
へ
の
コ
ス
ト
、
カ
l
ロ
i
ド
で
供
給
タ
ー
ミ
ナ
ル
か
ら
直
接

供
給
す
る
ユ
ー
ザ
ー
向
け
の
コ
ス
ト
は
量
が
少
な
く
経
営
上
費
用
コ
ン
ト
ロ
l

機能割引に関する対価差別上の諸問題 (2) 

ル
に
は
区
別
し
た
項
目
は
不
必
要
と
み
な
さ
れ
て
設
け
ら
れ
ず
、
上
記
の
分
類

(
叩
)

項
目
に
こ
れ
ら
ク
ラ
ス
向
け
の
コ
ス
ト
は
散
在
し
て
含
ま
れ
て
い
る
。

R
向
け
コ
ス
ト
は
、

F
一
八
九
の
タ
ン
ク
ワ
コ
ン

R
の
項
の
コ
ス
ト
に

S
の

リ
ー
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
賃
貸
収
入
を
超
え
る
コ
ス
ト
分
を
加
え
た
も
の
を
総

一
九
四

O
年
に
了
七
二
ド
ル
/
ガ
ロ
ン
と

販
売
量
で
除
し
て
求
め
た
も
の
で
、

算
出
さ
九
時
。

J
向
け
コ
ス
ト
は
一
九
三
九
年
に
オ
ク
ラ
ホ
マ
地
域
で
経
営
目

的
で
為
さ
れ
た
も
の
で
当
地
域
の
配
給
は
総
て

J
を
通
じ
て
行
わ
れ
て
い
た
。

J
コ
ス
ト
は
、
会
計
、
信
用
、
管
理
・
販
売
、
一
般
事
務
に
分
け
ら
れ
、
一
九

(uv 

四

O
年
に

0
・
二
五
セ
ン
ト
/
ガ
ロ
ン
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
コ
ス
ト
差
は
了

四
七
セ
ン
ト
/
ガ
ロ
ン
と
な
る
。
オ
ク
ラ
ホ
マ
で
の
ス
タ
デ
ィ
は
J
と
の
取
引

時
間
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
て
い
る
。

以
上
の
ス
タ
デ
ィ
は
、
結
局
、
審
決
で
は
抗
弁
が
立
証
さ
れ
て
い
な
い
と
さ

れ
た
。
オ
タ
ラ
ホ
マ
地
域
で
の

J
へ
の
販
売
引
き
渡
し
コ
ス
ト
が
デ
ト
ロ
イ
ト

地
域
で
の

J
へ
の
コ
ス
ト
に
同
一
な
い
し
何
ら
か
の
関
係
が
あ
る
と
の
証
拠
が

な
い
こ
と
、
事
実
上
証
拠
は
オ
ク
ラ
ホ
マ
地
域
の

J
の
コ
ス
ト
が
デ
ト
ロ
イ
ト

地
域
の

J
の
コ
ス
ト
に
比
較
で
き
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
し
た
。
後
者
に

は
三
つ
の
理
由
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
第
一
に
オ
ク
ラ
ホ
マ
地
域
の
総
て
の

J

へ
の
年
販
売
量
は
デ
ト
ロ
イ
ト
の

J
の
一
つ

C
に
対
す
る
年
販
売
量
よ
り
も
少

な
く
、

J
の
い
く
つ
か
は
毎
年
デ
ト
ロ
イ
ト
の

R
の
平
均
販
売
量
よ
り
も
わ
ず

か
な
量
し
か
購
入
し
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
事
実
は
、
小
量

取
引
に
は
よ
り
多
く
の
コ
ス
ト
が
か
か
る
か
ら
む
し
ろ
オ
グ
ラ
ホ
マ
地
域
の
対

J
コ
ス
ト
の
方
が
高
か
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
は
な
い
か
と
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
第
二
の
理
由
は
、
オ
グ
ラ
ホ
マ
の
コ
ス
ト
は
大
衆
広
告
費
項
目
を
含
ん
で

い
な
い
の
で
デ
ト
ロ
イ
ト
対
J
コ
ス
ト
が
こ
れ
を
含
め
て
算
出
さ
れ
れ
ば
オ
ク

ラ
ホ
マ
と
は
比
較
で
き
な
い
大
き
さ
に
な
っ
て
し
主
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

(
こ
の
問
題
は
、
も
う
一
つ
の
抗
弁
を
論
じ
る
際
に
扱
う
。
)
第
三
の
理
由
は
、

当
地
域
の
販
売
量
の

1
一2
を
扱
う
J
が
会
計
・
信
用
費
か
ら
除
か
れ
管
理
・
販

売
費
に
含
め
ら
れ
た
為
に
真
実
を
反
映
し
て
い
な
い
と
す
る
も
の
だ
が
、
こ
れ

は
審
判
で
わ
ず
か
に

0
・
0
0六
セ
ン
ト
の
コ
ス
ト
増
を
も
た
ら
す
の
み
で
あ

る
こ
と
が
証
言
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
無
視
す
る
も
の
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
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る
。
次
に
デ
ト
ロ
イ
ト
の
対
R
コ
ス
ト
は
、

S
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
か
ら
の
直
送
客

向
け
コ
ス
ト
と
混
合
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
て
お
り
、
対
R
コ
ス
ト
の

項
目
の
か
な
り
の
部
分
は

J
に
配
賦
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
修
正
さ
れ
れ

(
臼
)

ば
対
J
・
R
の
コ
ス
ト
差
は
縮
ま
る
で
あ
ろ
う
と
さ
れ
た
。

審
判
の
途
中
で
、

S
は
抗
弁
成
立
を
あ
や
ぶ
み
新
た
に
デ
ト
ロ
イ
ト
地
域
で

対
J
コ
ス
ト
を
算
出
し
て
提
出
し
た
。
そ
の
際
、

F
一
八
九
が
修
正
さ
れ
、
直

送
客
向
コ
ス
ト
が
全
製
品
・
顧
客
の
項
目
か
ら
分
離
さ
れ
て
集
計
さ
れ
る
と
と

も
に
リ
1

ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
コ
ス
ト
と
収
入
が
タ
ン
ク
ワ
ゴ
ン
客
と
そ
の
他

方
法
欄
と
の
間
に
配
賦
さ
れ
た
。
そ
し
て
対
J
コ
ス
ト
が

0
・
二
ハ
セ
ン
ト
/
ガ

(
H
)
 

ロ
ン
、
対
R
コ
ス
ト
が
て
六
七
セ
ン
ト
/
ガ
ロ
ン
と
算
出
さ
れ
た
。
コ
ス
ト
差

了
五
一
セ
ン
ト
、
価
格
差
了
五

0
セ
ン
ト
で
抗
弁
は
成
立
す
る
こ
と
に
な
る
。

こ
う
い
っ
た
対
J
コ
ス
ト
は
、
例
え
ば
セ
ー
ル
ス
マ
ン
の
報
告
書
に
基
づ
き

(
日
)

そ
の
給
与
・
費
用
を
算
出
す
る
な
ど
し
て
得
ら
れ
た
。
広
告
費
に
つ
き
、

S
は

看
板
費
・
展
示
材
料
費
等
の
庖
頭
広
告
費
は
J
に
も
配
賦
し
た
が
新
聞
広
告
な

ど
の
大
衆
広
告
費
は
総
て

R
に
の
み
配
賦
し
た
。
そ
し
て

S
は、
J
が
平
均

0
・

二
一
セ
ン
ト
/
ガ
ロ
ン
を
S
の
ガ
ソ
リ
ン
の
広
告
費
に
あ
て
て
い
る
こ
と
、
そ

れ
に
対
し

S
の
対
R
向
け
広
告
費
は

0
・
一
九
セ
ン
ト
/
ガ
ロ
ン
で
あ
る
こ
と
を

示
し
た
。
そ
し
て
J
は
S
の
広
告
か
ら
利
益
を
得
る
が
、

S
も
又
J
の
広
告
か

ら
利
益
を
得
る
の
で
あ
っ
て

J
の
支
出
で

S
の
支
出
が
不
要
に
な
る
故
に
対
J

コ
ス
ト
に
大
衆
広
告
費
は
配
賦
す
る
べ
き
で
は
な
い
、
と
主
張
し
た
。

(
こ
れ

は
、
の

g
Lヨ
ミ
ケ
I
ス
に
類
似
し
た
主
張
で
あ
る
。
し
か
し
、
同
事
例
は
、

購
入
し
た
R
チ
ェ
ー
ン
が
自
ら
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ブ
ラ
ン
ド
の
広
告
を
行
っ
て

い
た
事
例
で
あ
り
、
そ
の
審
決
は
単
に
事
ブ
ラ
ン
ド
口
聞
の
広
告
費
が
。
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
ブ
ラ
ン
ド
の
商
品
に
は
配
賦
さ
れ
な
い
こ
と
を
意
味
し
た
に
す
ぎ
ず
、

F

T
C
が
本
件
で

S
の
主
張
す
る
相
互
利
益
の
理
論
を
受
け
入
れ
て
い
た
わ
け
で

は
な
か
っ
た
。
)

審
判
で
は
、
全
R
を
ま
と
め
て
平
均
コ
ス
ト
を
求
め
る
こ
と
、
屋
内
事
務

費
、
リ
l
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
コ
ス
ト
、
管
理
者
の
給
与
の
配
賦
、
販
売
量
を

基
礎
に
し
た
コ
ス
ト
配
賦
等
を
め
ぐ
り
争
わ
れ
た
。
審
査
官
は
、
広
告
由
貿
の
再

配
分
と
サ
ー
ビ
ス
年
金
費
の
調
整
だ
け
で
コ
ス
ト
症
は
了
五
一
セ
ン
ト
か
ら

(
口
)

一
・
二
八
セ
ン
ト
に
狭
ま
る
と
も
主
張
し
て
い
る
。

審
決
で
は
以
下
の
点
を
あ
げ
て
抗
弁
の
成
立
を
認
め
な
か
っ
た
。
ま
ず

S

は
、
タ
ン
ク
カ
!
な
い
し
タ
ン
ク
ト
ラ
ッ
ク
の
引
き
渡
し
と
タ
ン
ク
ワ
ゴ
ン
の

引
き
渡
し
と
い
う
異
な
る
方
法
・
数
量
に
基
づ
く
コ
ス
ト
差
に
調
査
を
限
定
せ

ず
、
コ
ス
ト
を
怒
意
的
に
配
賦
し
て
二
つ
の
ク
ラ
ス
の
客
と
の
聞
の
取
引
コ
ス

ト
の
比
較
を
行
っ
て
い
る
。
又
、
デ
ト
ロ
イ
ト
郊
外
地
域
へ
は
小
規
模
の
プ
ラ

ン
ト
か
ら
の
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
エ
イ
ジ
ェ
ン
ト
を
利
用
し
た
ガ
ソ
リ
ン
配
給
で
大

規
模
プ
ラ
ン
ト
を
利
用
す
る
デ
ト
ロ
イ
ト
都
市
地
域
へ
の
配
給
方
法
と
異
な
っ

て
い
た
が
、
両
地
域
の
関
係
を
示
す
コ
ス
ト
ス
タ
デ
ィ
が
さ
れ
ず
一
括
し
て
対

R
コ
ス
ト
が
算
出
さ
れ
て
い
る
。
事
実
上
郊
外
地
域
へ
の
コ
ス
ト
が
高
い
こ
と
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を
ボ
す
一
証
拠
が
あ
る
。
又
、
コ
ス
ト
配
賦
で
多
く
の
項
目
、
が
対
R
に
の
み
あ
て

ら
れ
て
い
る
。
リ
ー
ス

R
の
貸
主
と
し
て
の
コ
ス
ト
は
ガ
ソ
リ
ン
の
マ

i
ケ
テ

ィ
ン
グ
に
関
係
し
な
い
か
ら
対
R
コ
ス
ト
に
含
め
る
べ
き
で
は
な
い
。
直
送
チ

ャ
ネ
ル
へ
の
配
賦
は
、
大
部
分
販
売
努
力
に
基
づ
き
、
対
K
へ
の
配
賦
は
ほ
ぼ

販
売
最
に
基
づ
き
一
貫
性
が
欠
如
し
て
い
る
為
、
結
果
が
コ
ス
ト
差
を
正
当
に

反
映
す
る
も
の
と
は
言
え
な
い
。
大
衆
広
告
費
が
対
R
に
の
み
配
賦
さ
れ
て
い

る
が
、
販
売
量
に
基
づ
き
両
チ
ャ
ネ
ル
に
配
賦
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
コ
ス
ト
差

(
問
〉

を
生
じ
る
項
目
と
は
な
ら
な
い
。
以
上
で
あ
る
。

だ
が

F
T
C側
会
計
官
は
現
実
の
コ
ス
ト
節
減
が
ど
の
程
度
か
は
一
吉
え
な
い

機能割ヲliこ関する対価差別上の諸問題 (2) 

こ
と
、
デ
ト
ロ
イ
ト
郊
外
地
域
を
含
ん
で
も

0
・
0
二
セ
ン
ト
余
り
の
差
に
し

(
叩
)

か
な
ら
な
い
こ
と
を
一
証
言
し
て
い
た
。
又
、
オ
ク
ラ
ホ
マ
地
域
の
デ
ー
タ
か

ら
、
石
油
産
業
の
ブ
ロ
ー
カ
ー
が
J
と
の
取
引
に
関
し
て

S
の
デ
ト
ロ
イ
ト
事

務
所
の
機
能
と
同
様
の
活
動
を

0
・
二
五
セ
ン
ト
以
下
で
行
っ
て
い
る
こ
と
も

得
ら
れ
、

S
の
対
J
コ
ス
ト
が

0
・
二
五
セ
ン
ト
と
の
立
証
が
け
っ
し
て
低
す
ぎ

(
初
)

な
い
こ
と
も
窺
え
る
。

F
T
C
は
R
に
対
す
る
販
売
に
合
理
的
な
最
低
の
コ
ス

(幻

)

1

一3

ト
で
も
三
セ
ン
ト
か
か
る
こ
と
を
示
し
た
も
の
の
、

S
は
J
が
4
1
4
セ
ン
ト
の

割
引
を
得
て
も
事
実
上
総
て
を
J
機
能
に
用
い
割
引
販
売
に
利
用
で
き
な
い
事

(
詑
)

突
を
提
出
し
て
い
た
。
コ
ス
ト
の
平
均
値
の
性
格
と
意
義
に
関
し
て
は
、
審
判

で
立
証
を
試
み
る
側
が

F
T
C
も
S
も
そ
れ
ぞ
れ
に
困
難
を
見
出
し
て
お

(
幻
)
り、

F
T
C側
会
計
官
は
、
ロ
ビ
ン
ソ
ン
・
パ
ッ
ト
マ
ン
法
に
関
す
る
会
計
技

(
叫
)

術
が
未
だ
発
展
途
上
に
あ
る
こ
と
を
認
め
て
い
た
。

本
件
か
ら
F
T
C
側
の
立
証
要
求
の
程
度
が
極
め
て
厳
格
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
る
と
と
も
に
、
コ
ス
ト
差
を
全
面
的
に
否
認
す
る
よ
う
な
結
論
は
、
審
判
に

現
わ
れ
た
デ
ー
タ
か
ら
見
て
経
済
的
に
は
む
し
ろ
非
差
別
の
価
終
差
を
違
法
と

し
て
し
ま
う
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
本
件
で
は
公
式
に
は
わ
ず
か
な
要
素

(
お
)

へ
の
疑
い
か
ら
コ
ス
ト
差
は
ゼ
ロ
と
認
定
さ
れ
た
、
と
も
言
え
る
。

本
件
は
こ
の
よ
う
に
、
コ
ス
ト
正
当
化
規
定
の
立
証
が
困
難
で
あ
る
こ
と
を

示
し
た
が
、
そ
の
他
、
も
し
買
手
が
流
通
機
能
を
果
た
さ
な
け
れ
ば
売
手
側
が

自
ら
流
通
施
設
に
投
下
せ
ね
ば
な
ら
な
い
投
資
に
対
す
る
収
益
を
考
慮
す
べ
き

か
ど
う
か
の
問
題
が
あ
る
。
同
じ
か
な
い
し
比
較
可
能
な
事
業
へ
の
投
資
に
対

す
る
収
益
及
び
リ
ス
ク
負
担
が
正
当
化
で
き
る
項
目
に
含
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ

(
お
)
(
幻
)

る
と
の
見
解
が
あ
る
が
、

F
T
C
は
法
は
帰
属
コ
ス
ト
で
は
な
く
現
実
の
コ
ス

ト
だ
け
を
考
慮
す
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
と
し
て
、
こ
の
見
解
は
採
っ
て
い
な

(
犯
)

か
っ
た
。

二
段
階
侵
害
に
関
す
る
排
除
措
置
命
令
は
、

S
が
J
の
小
売
販
売
分
に
対
し

て
J
に
そ
の

J
と
競
争
し
て
い
る
R
に
対
す
る
価
格
よ
り
も
安
く
販
売
す
る
こ

と
を
禁
止
す
る
も
の
で
あ
る
。
排
除
措
置
命
令
が
一
度
出
さ
れ
た
後
に
審
査
官

か
ら
修
正
の
申
し
立
て
が
為
さ
れ
、
そ
れ
が
認
め
ら
れ
新
た
な
命
令
が
新
た
な

審
決
で
出
さ
れ
て
い
る
。
新
命
令
の
趣
旨
は
同
じ
だ
が
新
た
な
審
決
に
は
反
対
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研究ノート

意
見
が
つ
け
ら
れ
て
お
り
、
そ
こ
で
は
命
令
の
あ
い
ま
い
さ
や
二
刷
項
に
つ
い

て
主
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
立
法
過
程
で
再
販
売
先
で
顧
客
を
分
類
し
て
機

能
割
引
を
決
定
す
る
趣
旨
の
機
能
割
引
条
項
が
削
除
さ
れ
た
こ
と
で
こ
う
い
っ

た
法
運
用
の
ル
l
ル
の
採
用
が
議
会
に
よ
り
拒
否
さ
れ
た
と
の
見
解
が
ポ
さ
れ

て
い
る
。

本
件
で
の

S
の
J
の
分
類
は
購
入
機
能
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
と
言
え
、
そ

れ
は
又
同
時
に
卸
小
売
両
事
業
活
動
を
行
う
事
業
者
に
関
す
る
事
例
の
側
面
を

持
っ
て
い
た
。
競
争
侵
害
認
定
に
あ
た
り
購
入
事
業
者
の
流
通
機
能
を
果
た
す

コ
ス
ト
が
何
ら
評
価
に
加
味
さ
れ
ず
コ
ス
ト
正
当
化
抗
弁
も
厳
格
な
運
用
基
準

に
よ
り
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
で
、
売
手
メ
ー
カ
ー
が
卸
業
者
に
小
売
業
者

に
よ
り
も
安
く
販
売
し
卸
業
者
が
小
売
活
動
も
行
う
場
合
で
小
売
分
野
で
競
争

侵
害
が
認
め
ら
れ
れ
ば
、
経
済
概
念
上
は
非
差
別
の
お
そ
れ
の
あ
る
価
絡
差
別

に
も
違
法
性
が
認
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
ま
と
め
ら
れ
よ
う
。

司
法
長
官
の
反
ト
ラ
ス
ト
研
究
全
国
委
員
会
(
以
下
、

A
G
レ
ポ
ー
ト
)

は
、
こ
の
種
の
統
合
デ
ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ
l
タ
ー
へ
の
割
引
供
与
に
関
し
て
以
下

(
却
)

の
趣
旨
で
問
題
点
を
包
括
的
に
指
摘
し
政
策
提
言
を
行
っ
た
。

メ
ー
カ
ー
に
対
し
て
機
能
割
引
の
大
き
さ
を
単
に
購
入
者
の
再
販
売
先
に
の

み
関
係
さ
せ
て
決
定
さ
せ
購
入
機
能
の
側
面
を
認
知
さ
せ
な
い
こ
と
は
、
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
に
お
け
る
競
争
と
効
率
性
を
害
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
流
通

業
者
の
相
当
な
ク
ラ
ス
に
対
し
て
積
極
的
な
経
済
概
念
上
の
差
別
を
強
い
る
も

の
で
あ
り
、
流
通
機
能
の
垂
直
統
合
に
対
す
る
懲
罰
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
も

し
事
業
者
が
売
手
の
リ
ス
ク
・
保
管
・
輸
送
・
管
理
な
ど
を
不
要
に
す
る
こ
と

で
現
実
に
卸
機
能
を
果
た
し
て
い
れ
ば
、
そ
の
成
果
、
投
資
、
売
手
へ
の
節
減

は
、
小
売
機
能
そ
の
他
の
機
能
を
果
た
す
こ
と
に
よ
っ
て
は
影
響
さ
れ
る
こ
と

は
な
い
。
現
実
に
卸
機
能
を
果
た
す
こ
と
に
基
づ
き
割
引
を
与
え
る
こ
と
が
認

め
ら
れ
な
い
法
の
ル

l
ル
は
、
こ
れ
ら
の
機
能
を
無
報
酬
で
す
る
こ
と
'
乞
強
い

る
も
の
と
な
る
。
そ
の
際
サ
ー
ビ
ス
の
価
値
は
、
受
け
る
に
値
し
な
い
メ
ー
カ

ー
側
に
よ
っ
て
取
得
さ
れ
て
し
ま
う
。
そ
の
よ
う
な
ル

l
ル
は
、
法
律
の
問
題

と
し
て
統
合
卸
小
売
業
者
は
と
て
も
経
済
的
利
益
を
あ
げ
つ
つ
卸
機
能
を
遂
行

す
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
な
い
と
表
明
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
問
題
が
機
能
訓

引
を
め
ぐ
る
証
拠
の
問
題
と
し
て
検
討
さ
れ
る
こ
と
を
禁
ず
る
も
の
で
あ
る
。

そ
の
結
果
卸
機
能
へ
の
報
償
を
失
っ
た
統
合
業
者
は
、
少
な
く
も
経
常
す
る
卸

施
設
へ
の
投
資
分
が
無
駄
と
な
る
。
第
二
に
こ
の
場
合
の
統
合
業
者
と
一
般
的

な
他
の
統
合
問
題
に
お
け
る
事
業
者
と
の
聞
に
不
平
等
な
扱
い
が
生
ま
れ
る
。

最
高
裁
は
繰
り
返
し
シ
ャ

l
マ
ン
法
で
垂
直
統
合
を
有
罪
と
す
る
こ
と
を
矩
否

し
、
又
、
統
合
事
業
者
か
ら
機
能
割
引
を
奪
う
為
の
メ
ー
カ
ー
聞
の
協
定
を
明

白
な
不
当
な
取
引
制
限
と
し
て
無
効
に
し
て
い
る
。
統
合
の
程
度
に
従
い
兵
な

る
価
絡
で
販
売
す
る
こ
と
が
公
共
政
策
の
考
慮
か
ら
導
か
れ
る
も
の
で
は
な

い
。
他
方
、
そ
う
い
っ
た
ル

l
ル
は
競
争
圧
力
の
自
由
な
作
用
を
妨
げ
る
。
流

通
効
率
が
ど
の
よ
う
な
統
合
形
態
に
よ
っ
て
促
進
さ
れ
る
か
は
、

F
T
C
が
決
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め
る
べ
き
も
の
で
は
な
く
、
競
争
市
場
に
よ
り
決
め
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ

る
。
競
争
が
流
通
経
済
効
率
改
善
の
圧
力
と
な
る
事
実
が
本
質
的
に
重
要
で
あ

り
、
流
通
パ
タ
ー
ン
は
法
に
よ
り
優
遇
さ
れ
た
り
害
さ
れ
た
り
す
べ
き
で
は

E
、。

ナ
'
H
B
Vそ

し
て
レ
ポ
ー
ト
は
次
の
よ
う
に
勧
告
す
る
。
単
一
の
な
い
し
統
合
事
業
者

に
機
能
割
引
を
与
え
る
売
手
に
、
購
入
事
業
者
の
価
格
戦
術
の
帰
結
に
対
し
て

法
律
上
の
責
任
を
問
う
べ
き
で
は
な
い
。
再
販
売
で
の
価
格
切
り
下
げ
は
現
実

の
流
通
機
能
に
対
し
て
正
当
な
認
知
・
報
償
を
与
え
る
価
格
差
の
帰
結
で
は
、

事
実
上
な
い
し
、
法
律
上
そ
う
扱
う
べ
き
も
の
で
も
な
い
。
価
格
切
り
下
げ

は
、
購
入
事
業
者
に
よ
る
低
マ
ー
ジ
ン
経
営
の
独
自
決
定
の
帰
結
で
あ
り
、
そ

機能割引に関する対価差別上の諸問題 (2) 

の
合
法
性
は
一
般
的
な
価
格
切
り
下
げ
の
法
的
基
準
に
よ
り
判
定
さ
れ
ね
ば
な

ら
な
い
。
他
方
、
脱
法
行
為
を
許
す
べ
き
で
は
な
い
。
例
え
ば
統
合
業
者
が
購

入
商
品
の
一
部
の
み
を
卸
活
動
を
行
っ
て
購
入
す
る
場
合
、
現
実
に
卸
機
能
を

果
た
す
購
入
商
品
部
分
に
の
み
そ
れ
に
合
致
す
る
適
当
な
機
能
割
引
が
認
め
ら

れ
る
べ
き
で
あ
る
。
な
お
こ
の
勧
告
は
新
立
法
を
必
要
と
す
る
も
の
で
は
な

く
、
解
釈
に
よ
り
機
能
割
引
に
関
す
る
価
格
差
別
法
と
広
い
反
ト
ラ
ス
ト
政
策

と
を
調
和
さ
せ
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
メ
ン
バ
ー
の
一
人
は
機
能
割
引
を
買
手
の
購
入
活
動
に
も
関
連
さ
せ

る
べ
き
で
あ
る
と
の
勧
告
に
同
意
し
な
い
。
卸
割
引
は
小
売
業
者
に
再
販
売
し

た
部
分
に
の
み
認
め
ら
れ
る
べ
き
で
こ
の
限
度
で
統
合
業
者
は
卸
機
能
を
果
た

し
て
い
る
。
小
売
分
の
保
管
・
輸
送
機
能
は
小
売
業
者
と
し
て
の
活
動
で
、
小

売
業
者
間
で
の
差
異
と
し
て
コ
ス
ト
規
定
で
正
当
化
で
き
る
割
引
の
み
が
認
め

ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。
別
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
統
合
業
者
に
不
当
な
機
能

割
引
を
許
す
脱
法
行
為
を
容
易
に
す
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
更
に
別
の
メ
ン

バ
ー
に
は
単
に
、
法
規
定
の
抗
弁
の
成
立
し
な
い
反
競
争
的
効
果
の
あ
る
機
能

別
引
が
法
禁
行
為
に
該
当
す
る
と
す
る
者
が
い
る
。

(
却
)

こ
の
多
数
意
見
の
理
論
に
従
っ
た
審
決
が
後
に
登
場
す
る
が
、
こ
の
理
論
は

コ
ス
ト
正
当
化
規
定
と
は
別
の
抗
弁
を
認
め
る
趣
旨
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
場
合

ア
ロ
ウ
ア
ン
ス
を
規
定
す
る
-
一
仙
項
と
の
関
係
は
ど
う
な
る
の
か
。
買
手
側
コ

ス
ト
を
指
摘
す
る
こ
と
に
基
づ
き
売
手
側
の
コ
ス
ト
節
減
を
立
証
す
る
こ
と

が
、
そ
も
そ
も
コ
ス
ト
正
当
化
と
し
て
認
め
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
更
に
競

争
侵
害
の
問
題
と
も
関
係
を
持
ち
、
こ
う
い
っ
た
諸
点
を
め
ぐ
っ
て
新
理
論
が

模
索
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
が
、
そ
れ
ら
は
五
章
で
分
析
、
検
討
す
る
。

次
に
本
件
で
の
コ
一
段
階
侵
害
の
部
分
を
よ
り
詳
し
く
検
討
す
る
。
排
除
措
置

命
令
六
は
、

J
の
顧
客
の

R
が
他
の

R
と
競
争
し
て
い
る
場
合
に
、

J
が

R
に

対
し
て

S
の
タ
ン
ク
ワ
コ
ン
価
よ
り
も
事
実
上
低
価
格
で
販
売
す
る
な
ら
ば
、

そ
の
割
引
販
売
す
る

J
に
対
し
て
、

S
が
対

R
価
格
よ
り
安
く
販
売
す
る
こ
と

を
禁
止
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
そ
の

J
に
対
す
る
J
割
引
供
与
を
全
面
的

に
禁
止
す
る
趣
旨
で
あ
る
。
以
前
の
審
決
理
論
で
は
再
販
売
先
に
基
づ
い
て
顧

北法33(4・111)1149
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客
を
注
意
深
く
分
類
し
て
機
能
割
引
を
与
え
れ
ば
、
売
手
メ
ー
カ
ー
は
違
法
性

を
免
れ
た
。
卸
業
者
の
卸
分
へ
の
卸
割
引
供
与
に
は
問
題
は
な
か
っ
た
。
し
か

し
本
件
か
ら
流
通
業
者
の
割
引
販
売
い
か
ん
で
は
、
違
法
性
を
関
わ
れ
る
場
合

も
生
じ
る
。

売
手
メ
ー
カ
ー
は
ど
の
よ
う
な
行
動
で
こ
の
命
令
又
、
法
規
定
を
遵
守
で
き

る
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
命
令
の
検
討
で
あ
る
程
度
明
ら
か
に
な
る
と
考
え
ら

れ
る
。

F
T
C
は
J
の
再
販
売
価
格
維
持
を

S
に
要
求
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う

か
。
だ
が
そ
れ
は
、
シ
ャ

l
マ
ン
法
一
条
違
反
と
考
え
ら
れ
る
。

本
件
の
上
訴
裁
判
所
は
、
州
際
通
商
、
競
争
対
抗
の
抗
弁
で
い
ず
れ
も
審
決

を
支
持
し
た
後
、
命
令
六
を
検
討
し
て
い
る
。
遵
守
に
は
二
つ
の
方
法
が
認
め

ら
れ
る
と
す
る
。
第
一
に
J
と
R
へ
の
販
売
価
格
を
同
一
に
す
る
方
法
で
あ

る。

S
の
デ
ト
ロ
イ
ト
地
域
で
の
三
つ
の
最
大
競
争
者
が
単
一
価
格
政
策
を
採

っ
て
い
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
中
間
業
者
排
除
を
も
た
ら
す
の

で
は
な
い
か
と
の

S
の
主
張
に
は
、
た
と
え
そ
う
な
っ
て
も
そ
れ
は
た
だ
コ
ス

卜
正
当
化
で
き
な
い
価
格
差
を
得
て
い
た
事
業
者
が
排
除
さ
れ
る
こ
と
に
な
る

に
す
ぎ
な
い
、
と
し
た
。
第
二
の
方
法
は
、
割
引
販
売
す
る
J
に
顧
客
選
択
の

権
利
に
基
づ
き
販
売
抱
絶
す
る
こ
と
で
あ
る
。

S
は
J
の
販
売
価
格
は
支
配
で

き
ず
、

S
の
責
任
に
よ
る
J
の
販
売
の
監
視
を

S
に
求
め
る
べ
き
で
は
な
い
、

と
さ
れ
て
い
る
。

S
が
帰
資
す
る
ケ

l
ス
は
、
ー
が
本
件
の
よ
う
な
割
引
販
売

を
行
な
っ
て
い
る
か
そ
の
意
図
が
あ
る
の
を
知
り
な
が
ら
も
し
く
は
知
る
べ
き

で
あ
る
の
に
知
ら
な
い
で

S
が
J
に
安
く
販
売
す
る
場
合
で
あ
る
。
以
上
よ
り

判
決
は
、
命
令
六
を
「
被
告
が
知
り
な
、
が
ら
な
い
し
被
告
が
知
っ
て
い
る
と
合

理
的
に
み
な
さ
れ
る
状
況
に
お
い
て
」
を
挿
入
す
る
形
で
修
正
し
、
そ
の
上
で

審
決
を
支
持
し
て
い
る
。

北法33(4・112)1150

こ
の
故
意
要
件
の
追
加
は
、
二
伸
項
の
「
知
っ
て
受
け
る
者
」
の
文
一
日
一
口
に
留

意
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
も
見
ら
れ
る
が
、
判
決
は
S
が
J
の
割
引
販
売

を
知
っ
て
い
た
と
の
特
別
の
言
及
の
な
い
審
決
の
違
法
性
認
定
を
支
持
し
た
と

(
お
)

こ
ろ
か
ら
見
て
、
不
明
確
で
あ
る
。
又
、

J
が
S
が
感
知
し
得
な
い
よ
う
な
巧

妙
な
方
法
、
例
え
ば
賃
貸
料
引
き
下
げ
、
販
売
条
件
変
更
と
い
っ
た
や
り
方
を

と
っ
て
実
質
的
価
格
引
き
下
げ
を
行
っ
た
場
合
に
し
か
意
義
を
持
た
な
い
と
の

(
お
)

指
摘
も
あ
る
。
流
通
業
者
の
公
然
の
割
引
販
売
が
あ
れ
ば
そ
の
後
の
割
引
に
つ

い
て
は
売
手
が
知
っ
て
い
た
こ
と
が
認
定
さ
れ
よ
う
。

本
件
は
上
告
さ
れ
、
最
高
裁
は
本
件
で
同
時
に
争
わ
れ
て
い
た
競
争
対
抗
の

抗
弁
に
つ
い
て
、
抗
弁
は
立
証
さ
れ
れ
ば
顧
客
間
競
争
の
侵
害
が
た
と
え
存
在

し
た
と
し
て
も
価
格
差
別
の
抗
弁
と
し
て
成
立
す
る
と
判
示
し
て

F
T
じ
に
差

し
戻
し
た
。

F
T
C
は
差
し
戻
し
の
後
の
審
決
で
、
二
川
項
の
善
意
の
要
件
の
立

証
に
失
敗
し
て
い
る
と
し
て
抗
弁
の
成
立
を
認
め
な
か
っ
た
が
、
排
除
措
置
命

令
の
修
正
を
同
時
に
行
っ
て
い
る
。
そ
れ
は

S
が
J
に
対
し
て
、
対
R
よ
り
も

低
価
格
で
販
売
す
る
場
合
に
、

J
の
対
R
価
格
よ
り
も
高
い
と
自
ら
知
っ
て
い

{
且
)

る
価
格
で

R
に
販
売
し
て
は
い
け
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、



J
の
R
へ
の
販
売
価
格
が
バ
ラ
バ
ラ
で
あ
る
場
合
、
何
を
対
象
に

S
は
価
格
設

(
お
)

定
を
す
れ
ば
良
い
か
問
題
で
あ
る
と
の
指
摘
も
あ
る
。
だ
が
こ
の
場
合
は
、
そ

の
中
の
最
低
価
格
に
一
致
さ
せ
れ
ば
問
題
は
な
い
の
で
は
な
い
か
。
そ
も
そ
も

J
の
対
R
価
格
が
S
の
対
R
価
格
よ
り
も
高
い
結
果
J
の
R
が
侵
害
さ
れ
た
と

し
て
も
S
の
対
J
価
格
が
S
の
対
R
価
格
よ
り
も
低
け
れ
ば
四
節
で
論
じ
る
よ

う
に
S
の
違
法
性
は
関
わ
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

以
上
の
命
令
を
順
次
検
討
し
よ
う
。
当
初
の
命
令
の
遵
守
方
法
で
、
上
訴
審

は
J
の
卸
価
格
の
支
配
は
で
き
な
い
が
、
供
給
拒
絶
で
命
令
が
遵
守
で
き
る
と

がし
あ(た
る36力:

そこ
しれ
て fi
経再
済販
的売
効価
果格
は首位
再持
販の
売脱
価法
格行
維為
持と
にし
変て
わ間
ら題
なと
いな
とる
もお
思そ
われ

機能割引に関する対価差別上の諸問題 (2)

れ
る
。
又
、
対
J
対
R
同
一
価
格
販
売
に
は
四
節
で
分
析
す
る
経
済
的
問
題
が

あ
る
。
し
か
し
本
件
の
背
景
か
ら
は
、
タ
ン
ク
ワ
ゴ
ン
価
引
き
下
げ
が
も
た
ら

さ
れ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
必
ず
し
も
問
題
の
あ
る
命
令
と
は
言
え
な
い
と
の
見

F

刊

訂

)

解
も
あ
る
。
次
に
差
し
戻
し
後
の
審
決
で
出
さ
れ
た
命
令
に
つ
い
て
も
、

J
の

対
R
何
格
に

S
が
対

R
価
格
を
意
識
的
に
一
致
さ
ぜ
る
こ
と
は
経
営
上
ほ
と
ん

ど
不
可
能
で
あ
る
し
、
法
律
上
も
共
謀
と
み
な
さ
れ
る
危
険
が
あ
る
。
売
手
が

J
に
価
格
決
定
権
を
容
易
に
譲
り
渡
す
こ
と
は
な
く
、
ー
と
の
協
定
は
シ
ャ

l

マ
ン
法
違
反
の
危
険
を
伴
う
と
の
指
摘
が
あ
(
問
。
し
か
し
、
カ
ル
テ
ル
規
制
に

お
け
る
共
謀
の
認
定
に
関
ず
る
日
本
法
の
運
用
下
で
は
、
こ
の
命
令
へ
の
遵
守

の
行
為
が
共
謀
と
み
な
さ
れ
る
問
題
は
な
く
、
売
手
メ
ー
カ
ー
の
指
針
と
も
な

り
得
る
も
の
を
含
ん
で
い
る
と
評
価
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

な
お
、
三
段
階
侵
害
の
問
題
に
つ
い
て
も
、
中
間
業
者
は
流
通
機
能
を
果
た

す
の
に
コ
ス
ト
が
か
か
る
か
ら
、
コ
ス
ト
分
を
超
え
る
割
引
が
与
え
ら
れ
た
場

合
に
の
み
そ
の
割
引
販
売
は
売
手
メ
ー
カ
ー
の
割
引
に
起
因
す
る
と
一
吉
え
、
売

手
メ
ー
カ
ー
の
価
格
割
引
が
中
開
業
者
の
コ
ス
ト
分
に
等
し
い
場
合
に
は
、
中

(
却
)

間
業
者
の
独
自
の
割
引
政
策
と
見
る
べ
き
で
あ
る
と
の
指
摘
が
可
能
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
中
開
業
者
の
独
自
行
動
が
介
在
し
た
場
合
、
因
果
関
係
が
中
断
さ

れ
て
他
の
事
例
の
審
決
か
ら
見
て
違
法
性
が
問
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
、
と
も
ヴ

え
ら
れ
る
。

本
件
は
再
び
控
訴
さ
れ
、
上
訴
裁
判
所
は
競
争
対
抗
の
抗
弁
が
立
証
さ
れ
て

い
る
と
し
て
審
決
を
破
棄
し
、
そ
れ
が
最
高
裁
に
よ
り
支
持
さ
れ
て
最
終
的
に

被
告
に
違
法
性
が
関
わ
れ
ず
に
決
着
し
た
。
こ
の
競
争
対
抗
の
抗
弁
は
売
手
間

で
の
競
争
の
問
題
で
あ
る
か
ら
本
稿
で
は
論
じ
な
い
。

さ
て
、
本
件
の
事
実
背
景
を
見
る
と
次
の
二
点
が
疑
問
点
と
な
っ
て
こ
よ

う
。
第
一
に

R
市
場
が
競
争
的
な
ら
ば

S
と
直
接
取
引
し
て
い
た

R
は
、
割
引

販
売
す
る
J
に
取
引
を
移
転
す
る
か
ら
、
結
局
市
場
原
理
に
よ
り
R
聞
の
購
入
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価
格
差
は
な
く
な
り
三
段
階
侵
害
は
解
消
す
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
第
二
に

S
の
J
チ
ャ
ネ
ル
の
シ
ェ
ア
は
一
九
四

O
年
に
一
九
%
未
満

で
あ
り
、
配
給
で
多
く
を
依
存
す
る

R
を
侵
害
し
か
ね
な
い
政
策
を

S
は
何
故
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行
っ
た
か
で
あ
る
。

本
件
を
広
い
背
景
か
ら
ま
ず
見
て
お
こ
う
。

一
九
二

0
年
代
ア
メ
リ
カ
の
大

手
石
油
精
製
会
社
は
、
チ
ェ
ー
ン
形
態
に
よ
っ
て
自
社
管
理
の
給
油
所
を
急
速

に
増
や
し
て
い
っ
た
が
、
不
況
期
に
入
り
給
油
所
自
体
の
採
算
は
非
常
に
悪
化

し
N
R
A
下
で
の
社
会
・
労
働
政
策
も
負
担
と
な
っ
た
。
こ
の
結
果
、
石
油
会

社
は
給
油
所
の
直
営
政
策
を
改
め
元
の
直
営
庖
所
有
者
に
貸
与
す
る
こ
と
へ
と

方
向
転
換
し
た
。
価
絡
・
シ
ェ
ア
変
動
の
為
、
特
に
必
要
と
さ
れ
て
い
た
フ
レ

キ
シ
プ
ル
な
価
格
政
策
を
そ
の
負
担
を
独
立
広
に
転
嫁
し
な
が
ら
行
う
こ
と
が

可
能
と
な
る
等
が
生
じ
た
。
本
件
被
告
S
も
こ
の
政
策
を
採
っ
た
。
こ
う
し
て

小
売
業
に
直
接
関
与
し
な
く
な
っ
た
が
、
主
と
し
て
同
社
の
製
品
を
販
売
す
る

経
営
者
に
対
し
て
強
力
な
支
配
力
を
保
持
し
、
実
質
的
に
は
彼
ら
を
専
売
応
化

し
て
い
た
の
で
乱
出
。

(
匂
)

次
に
本
件
の
舞
台
と
な
っ
た
デ
ト
ロ
イ
ト
地
域
市
場
を
見
て
み
よ
う
。

S

は
、
一
九
一
一
一
六
1

四

O
年
に
デ
ト
ロ
イ
ト
で
最
大
の
シ
ェ
ア
一
六
|
一
七
%
を

保
持
し
て
い
た
。
当
地
域
へ
は
七
|
一
二
の
主
要
石
油
会
社
で
八
七
%
を
供
給

し
て
い
た
が
当
地
域
は
他
地
域
に
比
し
て
独
立
精
製
業
者
の
シ
ェ
ア
が
高
い
こ

と
が
特
徴
的
で
あ
る
。
当
地
域
に
は
、
五
大
湖
を
通
る
輸
送
に
よ
り
独
立
業
者

が
主
要
会
社
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
支
配
に
服
す
る
こ
と
な
く
販
売
で
き
た
の
で
あ

る
。
そ
し
て
、
市
場
に
は
大
量
の
余
剰
ガ
ソ
リ
ン
が
存
在
し
て
い
た
。
独
立
業

者
ブ
ラ
ン
ド
が
主
要
会
社
よ
り
二
セ
ン
ト
/
ガ
ロ
ン
以
上
安
い
と
、
シ
ェ
ア
に

変
動
が
生
じ
る
。
一
九
三
八
年
に
は
、
=
一
セ
ン
ト
安
で
販
売
さ
れ
、
時
に
は
六

セ
ン
ト
も
安
か
っ
た
。
こ
う
し
た
独
立
業
者
の
あ
る
者
は
、

S
よ
り
も
低
価
格

で
の
販
売
脅
喜
ん
で
行
っ
た
。
こ
の
独
立
業
者
は
、
当
地
域
に
保
管
・
配
給
施

設
を
保
持
せ
ず
、
こ
の
業
者
か
ら
購
入
で
き
る
事
業
者
は
保
管
施
設
を
保
持
す

る
者
で
そ
の
数
は
限
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
中
で
対
J
値
下
げ
競
争
が
活
発
に
行

わ
れ
た
。
主
要
会
社
の

R
は
価
格
競
争
の
回
避
を
求
め
、

R
の
求
め

r
応
じ
て

石
油
製
品
配
給
に
お
け
る
不
公
正
な
行
為
を
禁
止
す
る
州
法
が
制
定
さ
れ
、

又、

F
T
C
に
訴
え
も
出
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
デ
ト
ロ
イ
ト
地
域
の

R
の
数

t士、

一
九
一
二
三
|
一
一
一
九
年
に
か
な
り
増
加
し
て
い
る
。
市
況
の
中
心
的
指
針
は

タ
ン
ク
ワ
ゴ
ン
価
で
あ
り
、
こ
れ
を
基
準
に
小
売
価
格
・
小
売
マ
ー
ジ
ン
が
決

ま
り
J
マ
ー
ジ
ン
の
基
準
と
も
な
る
。
競
争
は
非
価
格
競
争
で
為
さ
れ
た
り
余

剰
カ
ソ
リ
ン
を
タ
ン
ク
カ
l
価
で
独
立
流
通
業
者
に
供
給
す
る
こ
と
で
行
わ
れ

る
が
、
タ
ン
ク
ワ
ゴ
ン
価
は
相
当
長
期
間
変
わ
ら
な
い
性
格
で
あ
る
。
タ
ン
ク

ワ
ゴ
ン
価
を
め
ぐ
る
競
争
は
乏
し
か
っ
た
と
言
え
る
。
他
方
J
を
用
い
ず
に
販

売
し
て
い
た
主
要
会
社
も
あ
り
、
そ
の
中
の
一
つ
は
一
九
三
九
年
の
タ
ン
ク
ワ

ゴ
ン
価
を
主
要
会
社
で
初
め
て
引
き
下
げ
て
い
る
。

こ
う
し
た
状
況
に
対
し
て
、

S
の
価
格
差
別
の
原
因
に
は
四
種
の
説
明
が
為

さ
れ
て
い
る
。
第
一
の
説
明
は
、
デ
ト
ロ
イ
ト
は
過
剰
ガ
ソ
リ
ン
の
ダ
ン
ピ
ン

グ
地
域
で
あ
り
、
需
要
の
低
下
が
販
売
競
争
を
強
め
て
お
り
競
争
者
の
攻
撃
か

ら
S
が
自
ら
を
守
る
行
為
で
あ
る
と
す
る
。
第
二
の
説
明
は
、
少
数
の
小
売
価
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格
割
引
業
者
の
競
争
を
利
用
し
て

R
マ
ー
ジ
ン
を
抑
え
な
が
ら
小
売
価
格
中
の

で
き
る
だ
け
多
く
の
割
合
の
獲
得
を
目
指
し
た
行
為
と
す
る
。
第
一
一
一
の
説
明

は
、
主
要
会
社
は
タ
ン
ク
ワ
ゴ
ン
価
を
暗
黙
の
も
し
く
は
明
示
の
協
定
で
維
持

し
て
き
た
、
が
、
い
く
つ
か
は
協
定
を
守
ら
ず
S
は
価
格
引
き
下
げ
で
報
復
し
た

と
す
る
。
第
四
の
説
明
は
、
独
立
業
者
が
デ
ト
ロ
イ
ト
地
域
で
主
要
会
社
ブ
ラ

機能割引に関する対価差別上の諸問題 (2) 

ン
ド
よ
り
低
価
格
で
販
売
し
て
有
力
と
な
り
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
を
強
調
す
る
。

S
の
何
格
割
引
は
独
立
業
者
の
シ
ェ
ア
の
限
定
・
排
除
を
目
指
し
た
も
の
で
、

そ
れ
を

S
の
負
担
の
大
き
い
タ
ン
ク
ワ
ゴ
ン
価
引
き
下
げ
よ
り
も
R
マ
ー
ジ
ン

引
き
下
げ
と
い
う

R
の
負
担
で
で
き
る
限
り
行
お
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
と
す

る
。
も
っ
と
も
、
証
拠
か
ら
は
確
定
的
結
論
は
出
て
こ
な
い
と
も
言
わ
れ
て
い

(
恰
又
、

J
に
対
す
る
割
引
と
J
の
流
通
機
能
遂
行
の
コ
ス
ト
が
同
等
で
あ
れ

ば、

J
の
卸
売
で
の
割
引
は
独
立
し
た
事
業
活
動
と
言
え
R
マ
ー
ジ
ン
の
切
り

下
げ
が

S
の
意
図
に
含
ま
れ
て
い
る
と
は
言
え
ま
い
。

さ
て
こ
う
い
っ
た
市
況
全
体
の
背
景
の
中
で
、
本
件
を
検
討
し
て
み
よ
う
。

ま
ず
J
が
卸
売
で
割
引
販
売
を
し
た
場
合
に

S
と
直
接
取
引
し
て
い
た

R
は
割

引
販
売
す
る
J
に
購
入
先
を
変
え
結
局
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
で

R
聞
で
の
購
入
価

格
差
は
な
く
な
り
三
段
階
侵
害
は
解
消
す
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、

F
T
C
は
準

備
蓄
面
に
お
い
て

S
と
取
引
す
る

R
は
契
約
上
及
び
短
期
リ
l
ス
に
よ
り
ー
か

ら
購
入
す
る
こ
と
が
妨
げ
ら
れ
て
お
り
、
言
わ
ば
ロ
曲
目
V
Z
S
B
R
r
R
で
あ

{
叫
)

っ
て
自
由
市
場
は
存
在
し
な
い
と
主
張
し
た
。
し
か
し
施
設
を

S
か
ら
リ
l
ス

し
て
い
な
い
契
約
R
の
場
合
、
契
約
で
は

S
に
随
時
発
注
し
て
購
入
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
て
、
総
て

S
か
ら
購
入
せ
ね
ば
な
ら
ね
か
は
疑
わ
し
い
こ
と
、

又
、
市
場
は
短
期
に
競
争
上
の
効
果
を
除
去
す
る
ほ
ど
十
分
に
完
全
で
は
な
い

こ
と
、

J
は
購
入
を
希
望
す
る
総
て
の
買
手
に
供
給
す
る
ほ
ど
十
分
な
量
を
供

給
で
き
な
い
こ
と
な
ど
が
指
摘
さ
れ
、
こ
の

E司
昨

日

2
5
R
r
2
の
有
無
で

(
拓
)

競
争
的
効
果
は
重
要
な
影
響
を
受
け
る
こ
と
は
な
い
と
も
主
張
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
て
競
争
侵
害
の
認
定
に
あ
た
っ
て
は
長
期
的
に
捉
え
る
必
要
が
一
万
さ
れ

た
と
言
え
る
が
リ

l
ス
R
に
つ
い
て
の
拘
束
は
否
定
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
こ

の
場
合
に
も
=
一
段
階
侵
害
が
長
期
的
に
は
解
消
さ
れ
る
と
は
言
い
切
れ
ま
い
。

他
方
、
本
件
の
背
景
で
タ
ン
ク
ワ
ゴ
ン
備
で
の
価
格
競
争
が
こ
の
市
場
で
乏

し
い
事
実
は
、
競
争
政
策
上
の
問
題
を
感
じ
さ
せ
る
。
こ
れ
に
関
し
て
こ
の
市

場
で
は
垂
直
統
合
の
機
会
の
均
等
が
存
在
し
な
か
っ
た
と
の
指
摘
が

ι日
。
一

九
一
二
八
年
以
前
、

N
は
大
量
プ
ラ
ン
ト
を
保
持
す
る
こ
と
な
く

0
・
五
セ
ン
ト

の
追
加
割
引
を
受
け
て
い
た
が
、
同
量
購
入
の
他
の

R
は
割
引
を
拒
否
さ
れ
て

い
た
。

N
は
大
量
プ
ラ
ン
ト
を
作
っ
て

J
の
地
位
を
得
た
が
、

R
の
グ
ル
ー
プ

は
自
ら
の
大
量
プ
ラ
ン
ト
建
設
と
タ
ン
ク
カ
l
量
購
入
を
申
し
出
、
他
の

R
も

既
に
そ
の
程
度
の
施
設
を
持
っ
て
い
た
か
今
後
保
持
す
る
旨
申
し
出
て
い
た
の

に
申
し
出
は

S
に
よ
り
拒
絶
さ
れ
た
。

S
に
リ

i
ス
契
約
で
拘
束
さ
れ
て
い
た

故
に
、
購
入
先
転
換
で

S
に
N
並
扱
い
を
せ
ま
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
さ
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れ
て
い
る
。
本
件
の
背
景
で
の
排
除
措
置
命
令
は
タ
ン
ク
ワ
ゴ
ン
価
の
硬
直
性
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を
崩
す
か
も
し
れ
ず
、
命
令
が
競
争
を
弱
め
る
と
見
る
こ
と
は
簡
単
に
捉
え
す

ぎ
る
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
が
、
卸
機
能
を
果
た
す
J
へ
の

J
割
引
禁
止
が
反

競
争
的
解
決
で
あ
る
こ
と
も
疑
え
な
い
と
さ
れ
、
次
の
代
替
的
措
置
が
提
起
さ

れ
て
い
る
。
機
能
割
引
の
公
正
の
確
保
、
競
争
と
公
正
の
実
現
は
有
利
な
機
能

へ
の
接
近
の
自
由
を
与
え
る
こ
と
で
果
た
さ
れ
る
。
ま
ず
構
造
政
策
と
し
て

S

か
ら
リ
l
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
分
離
す
る
こ
と
が
そ
れ
を
実
現
す
る
。
よ
り
実

際
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
旧
二
条
時
代
の

F
T
C
の
採
っ
た
機
能
割
引
を
一
部

の
購
入
者
に
与
え
機
能
を
果
た
す
意
図
を
持
つ
他
の
購
入
者
に
与
え
な
い
こ
と

を
違
法
な
価
格
差
別
と
捉
え
る
ア
プ
ロ
ー
チ
を
復
活
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。

だ
が
こ
れ
ら
の
提
起
の
う
ち
、
後
者
は
小
売
も
行
う
J
と
R
の
小
売
販
売
を

め
ぐ
る
競
争
の
二
段
階
侵
害
の
問
題
に
結
局
は
帰
着
し
て
し
ま
う
の
で
は
な
い

か。

R
が
既
に

J
機
能
を
果
た
し
て
い
る
の
に

J
割
引
を
得
ら
れ
な
い
場
合
は

経
済
概
念
上
の
差
別
も
明
確
に
存
在
し
て
い
る
価
格
差
別
で
あ
る
と
言
え
る

が
、
単
に

J
機
能
を
果
た
す
こ
と
の
申
し
出
が
拒
絶
さ
れ
た
場
合
は
一
般
的
な

他
の

R
の
二
段
階
侵
害
に
お
け
る
問
題
と
変
わ
ら
な
く
な
る
。
そ
し
て
こ
の
場

合
、
価
格
差
別
法
の
適
用
で
希
望
す
る

R
に
J
並
流
通
機
能
を
実
現
さ
せ
る
こ

と
は
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
分
析
に
基
づ
き
三
段
階
侵
害
事
例
に
い
か
に
対
処
す
べ
き
か
を
ま
と

め
て
本
節
を
終
え
よ
う
。
①
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
で
解
消
さ
れ
る
場
合
が
通
常
で

あ
り
、
競
争
侵
害
認
定
に
あ
た
っ
て
は
長
期
的
に
捉
え
る
必
要
が
あ
る
。
②
宮
沢

期
的
に
侵
害
が
続
く
場
合
に
は
、
ま
ず
構
造
政
策
そ
の
他
の
価
格
差
別
規
制
以

外
の
独
占
禁
止
政
策
で
対
処
で
き
な
い
か
検
討
す
る
。
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(
な
お
こ
れ
は
悩
格
差

別
規
制
で
の
競
争
侵
害
が
見
出
さ
れ
ず
と
も
独
立
の
検
討
に
依
す
る
。
)
③
以

上
で
解
決
で
き
な
い
場
合
で
価
格
差
別
が
経
済
概
念
上
の
差
別
で
も
あ
る
場
合

に
、
メ
ー
カ
ー
に

J
が

R
に
販
売
す
る
よ
り
も
高
い
価
格
で

R
に
販
売
す
る
こ

と
を
禁
ず
る
趣
旨
の
命
令
を
出
す
。
こ
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
ο
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仏
関
田
r
p
M
M
M》
-NAF
∞
l
N
m
H
ぃ
。
見
守
・
門
戸

窓
口
の
2
・
3・
品

8
1品
E-

(
刊
日
)
以
上
は
、
。
、
・

2
F
開

L45丘
P
M
M
H
Y
ω
N叶
lωω
∞
の
ま
と
め
に
よ
る
。

(
第
一
は

p
r
o
g、
第
二
は

R
の
事
業
者
協
会
、
第
三
は
巧
命
日
間
寸
而
同
問
、

第
四
は
同
及
び
毛
色
E
P
O
E
m
-
E
に
よ
る
説
明
。
)

(

H

H

)

も・

5
・
z
c
F
ミ
む
E
d
-
N
P
N
N
き
-
N
E
・
2
0
3
8
3・

(必
)

N

F
帆札・

(
紛
)
以
下
の
指
摘
と
代
替
措
置
の
提
起
は
、

cも
・
三
F

U
王国
g
E丘
烈

守

ゲロ
-
M》℃・

N印]戸
l
N印
N-

第

節

モ

ン

ソ

ノレ

事
件

本
節
で
は
冨

2
gロ
F

F
円

U
0
・
の
事
例
を
中
心
に
分
析
す
る
。
こ
の
事
例

に
は
数
量
割
引
が
シ
ス
テ
ム
化
さ
れ
て
恒
常
的
に
行
わ
れ
、
そ
の
結
果
メ
ー
カ

ー
が
大
規
模
小
売
チ
ェ
ー
ン
に
対
し
て
卸
業
者
に
対
す
る
よ
り
も
低
価
格
で
販

売
し
て
い
た
事
実
が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
卸
業
者
か
ら
購
入
す
る
小
売
業

者
と
大
規
模
小
売
チ
ェ
ー
ン
と
の
競
争
を
侵
害
す
る
価
格
差
別
で
あ
る
と
さ

れ
、
こ
の
部
分
に
別
個
の
排
除
指
置
命
令
が
出
さ
れ
た
。
又
、
こ
の
事
件
は
競

争
侵
害
の
認
定
に
関
し
て
最
高
裁
ま
で
争
わ
れ
た
事
件
と
し
て
重
要
で
あ
り
、

そ
の
後
の
改
正
法
運
用
に
重
要
な
影
響
を
与
え
た
リ

l
デ
ィ
ン
グ
ケ

l
ス
で
あ

る
。
な
お
本
節
で
は
こ
れ
に
類
似
す
る
ケ
l
ス
を
他
に
三
件
分
析
す
る
。

モ
l
ト
ン
ソ

l
ル
ト
事
件
(
一
九
四
五
年
)

被
告

Z
R
Zロ
F
F
(
U
0
・
(
以
下
、

M
)
は
、
塩
の
製
造
・
販
売
を
全
国
的
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に
行
う
最
大
の
事
業
者
の
一
つ
で
あ
る
。
本
件
で
は
一
九
三
六
・
六
以
来
M
が

行
っ
た
食
卓
塩
に
つ
い
て
の
価
格
差
別
が
問
題
と
さ
れ
て
い
る
。
割
引
シ
ス
テ

ム
は
、
巴

E
r
r
-
と
称
さ
れ
る
食
卓
塩
に
つ
き
、
一
回
引
き
渡
し
量
が
カ

i
ロ
l
ド
ロ
ッ
ト
以
下
で
は
了
六

0
ド
ル
/
ケ
l
ス
、
そ
れ
以
上
で
は
了
五

0
ド
ル
/
ケ
l
ス
で
あ
り
、
更
に
連
続
二
一
カ
月
に
五

0
0
0ヶ
l
ス
以
上
購

入
す
る
と
カ

l
ロ
l
ド
割
引
価
格
に
一

0
セ
ン
ト
の
リ
ベ
ー
ト
供
与
、
五

0
0

0
0ヶ
l
ス
以
上
で
は
一
五
セ
ン
ト
の
リ
ベ
ー
ト
供
与
と
な
る
。
(
最
大
割
引

に
は
事
実
上
五
者
の
み
該
当
)
了
六

0
ド
ル
/
ケ

l
ス
基
準
で
割
引
率
に
換

算
す
る
と
、
六
・
二
五
%
、
一
二
・
五
%
、
一
五
・
六
%
の
割
引
率
と
な
る
。
購

入
量
算
定
の
際
、
一
部
の
共
同
購
入
組
織
に
は
構
成
員
の
購
入
量
の
集
計
、
チ

ェ
ー
ン
に
は
単
位
応
の
購
入
量
の
集
計
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
結
果
、
一

部
の
大
規
模
小
売
チ
ェ
ー
ン
は
W
の
購
入
価
格
よ
り
も
安
く
購
入
し
て
い
日
記
。

商
品
特
性
と
し
て
食
卓
塩
は
中
位
の
荷
品
回
転
を
持
つ
重
要
商
品
で
、
マ
ー

ジ
ン
は
他
商
品
に
比
し
て
小
さ
く
、
そ
の
結
果
W
の
販
売
価
格
は
決
定
的
な
影

響
を
持
ち
ケ

l
ス
当
り
五
セ
ン
ト
の
差
は
塩
ば
か
り
か
関
連
商
品
の
顧
客
を
失

う
こ
と
に
つ
な
が
る
。

W
聞
の
差
別
に
つ
い
て
は
、
割
引
を
得
た

W
は
競
争
W

よ
り
も
同
一
か
よ
り
安
い
価
格
の
販
売
が
可
能
で
、
少
な
い
割
引
し
か
得
ら
れ

な
い

W
は
対
抗
す
る
価
格
で
売
っ
て
マ
ー
ジ
ン
を
減
ら
す
か
よ
り
高
い
価
格
で



販
売
し
て
事
業
量
を
減
ら
し
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る
。
中
位
の
割
引
を
得
た
者

は
一
方
で
有
利
に
、
他
方
で
不
利
に
差
別
さ
れ
て
い
る
。
更
に
五

0
0
0
0ケ

ー
ス
割
引
を
得
る
大
チ
ェ
ー
ン
に
W
に
よ
り
も
安
く
販
売
し
て
お
り
、
そ
の

W

の
R
は
、
大
チ
ェ
ー
ン
と
の
競
争
が
不
可
能
な
価
格
で
の
購
入
を
強
い
ら
れ

て
い
る
。
こ
う
し
た
事
実
に
基
づ
き
W
間
R
聞
の
競
争
侵
害
が
認
定
さ
れ
て

い
る
。

上
訴
裁
判
所
判
決
(
一
九
四
七
年
)

本
件
は
控
訴
さ
れ
、
審
決
は
破
棄
さ
れ
た
。
ま
ず
法
規
定
の
差
別
と
は
無
害

な
価
格
差
と
同
義
で
は
な
く
、
不
公
正
で
侵
害
的
な
行
為
を
指
す
の
で
あ
り
、

O 

機能割引に関する対価差別上の諸問題 (2)

販
売
数
量
に
基
づ
き
合
理
的
で
慣
習
的
な
経
済
的
差
異
に
従
っ
た
価
格
差
は
本

質
的
に
反
競
争
的
効
果
を
も
た
ら
す
お
そ
れ
は
な
い
、
と
さ
れ
て
い
る
。
本
件

の
R
聞
の
販
売
価
格
差
は
、
特
別
販
売
、
通
常
販
売
や
現
金
持
帰
り
応
、
通
常

サ
ー
ビ
ス
庖
で
の
差
異
で
あ
る
と
捉
え
た
上
で
、
証
拠
は
全
地
域
・
全
期
間
で

の
非
優
遇
客
へ
の
販
売
増
加
を
一
示
し
数
量
割
引
シ
ス
テ
ム
は
む
し
ろ
競
争
を
強

め
た
と
推
論
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
し
て
競
争
侵
害
は
立
証
さ
れ
て
い
な
い
と

し
た
。
一
般
論
と
し
て
コ
ス
ト
正
当
化
を
広
範
に
認
め
る
見
解
も
述
べ
ら
れ
て

い
る
。O 

最
高
裁
判
所
判
決
(
一
九
四
八
年
〉

F
T
Cが
上
告
し
た
。
七
対
二
の
判
決
で
多
数
意
見
を
代
表
し
て
回
g
n
r
判

事
が
見
解
を
述
べ
て
い
る
。
ま
ず
競
争
侵
害
に
つ
い
て
は
法
は
F
T
C
に
現
実

の
侵
害
の
発
生
の
立
証
を
求
め
ず
そ
う
い
っ
た
効
果
を
生
む
お
そ
れ
が
あ
る
こ

と
の
合
理
的
可
能
性
が
存
在
す
る
こ
と
の
立
証
が
あ
れ
ば
足
り
る
と
し
た
。
あ

る
商
人
の
競
争
上
の
機
会
は
、
彼
ら
が
そ
の
商
品
に
競
争
者
が
支
払
わ
ね
ば
な

ら
ぬ
よ
り
も
実
質
的
に
多
く
を
支
払
わ
ね
ば
な
ら
ね
場
合
に
は
侵
害
さ
れ
た
こ

と
に
な
る
と
も
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
数
量
割
引
が
競
争
購
入
者
聞
に
塩
の
再

販
売
価
格
に
影
響
す
る
に
十
分
な
量
の
価
絡
差
を
帰
結
し
た
こ
と
が
立
証
さ
れ

て
い
た
と
し
、
こ
の
立
証
で

F
T
C
の
適
切
な
認
定
を
支
持
す
る
に
十
分
で
あ

る
と
し
、

F
T
C
の
証
人
を
利
用
し
た
そ
れ
以
上
の
立
証
努
力
を
不
要
な
も
の

と
し
た
。
又
、
多
数
意
見
は
数
量
割
引
は
オ
ー
プ
ン
で
全
客
に
利
用
可
能
だ
か

ら
法
の
意
味
す
る
「
差
別
的
」
な
も
の
に
該
当
し
な
い
、
と
の

M
の
主
張
に
、

理
論
的
に
は
全
客
に
利
用
で
き
て
も
機
能
的
に
は
別
で
あ
り
、
単
独
で
は
R
そ

し
て

W
で
す
ら
五

0
0
0
0
ヶ
l
ス
、
五

0
0
0
0ド
ル
も
年
間
購
入
す
る
こ

と
は
な
く
、
又
、
ヵ
l
ロ
I
ド
割
引
も
利
用
で
き
な
い
よ
う
な
小
R
を
も
法
は

保
護
す
る
も
の
で
あ
る
と
し
た
。
も
っ
と
も
カ

I
ロ
i
ド
割
引
を
得
ら
れ
な
い

商
人
は
わ
ず
か
に

0
・
一
万
に
す
ぎ
ず
小
R
で
も
発
注
を
ま
と
め
て
こ
の
割
引

を
取
得
で
き
る
点
か
ら
見
る
と
、
利
用
可
能
性
が
認
め
ら
れ
る
余
地
は
少
な
い

こ
と
が
窺
え
る
。
又
、
ヵ

i
ロ
i
ド
割
引
を
論
じ
る
際
に
、
食
品
ス
ト
ア
に
は

在
庫
中
わ
ず
か
な
部
分
し
か
占
め
な
い
多
く
の
品
目
が
あ
る
が
、
議
会
は
ス
ト

北法33(4・119)1157
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ッ
ク
中
の
割
合
に
か
か
わ
ら
ず
価
格
差
別
か
ら
商
人
を
保
護
す
る
こ
と
を
意
図

し
て
お
り
、
法
を
個
々
の
品
目
に
適
用
す
る
こ
と
以
外
に
は
有
効
に
食
料
商
を

保
護
す
る
方
法
は
な
い
、
と
し
た
。

こ
れ
に
対

L
V
n
r
cロ
判
事
は
反
対
意
見
で
、
ク
レ
イ
ト
ン
法
三
条
・
七

条
の
先
例
に
照
ら
し
、
議
会
が
定
め
先
例
が
解
釈
し
て
き
た
競
争
侵
害
の
基
準

は
、
合
理
的
可
能
性
で
は
な
く
合
理
的
蓋
然
性
の
存
在
で
あ
る
と
述
べ
た
。
議

会
は
大
量
購
入
者
へ
の
コ
ス
ト
節
減
な
き
価
格
差
別
の
規
制
と
と
も
に
大
量
取

引
の
経
済
性
の
消
費
者
へ
の
還
元
も
意
凶
し
て
い
る
。
本
件
の
数
量
割
引
シ
ス

テ
ム
の
競
争
侵
害
は
蓋
然
的
ど
こ
ろ
か
不
可
避
的
で
あ
る
が
、
カ

l
ロ
l
ド
割

引
に
は
競
争
侵
害
の
合
理
的
可
能
性
さ
え
な
い
、
と
し
た
。
も
っ
と
も
合
理
的

可
能
性
基
準
は
法
の
実
質
の
点
よ
り
も
最
高
裁
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
象
徴
と
し
て

見
る
べ
き
も
の
で
、
購
入
者
間
へ
の
実
質
的
な
販
売
価
格
差
の
存
在
で
競
争
侵

害
の
立
証
を
認
め
、
そ
れ
以
上
の
立
証
を
不
要
と
し
た
こ
と
が
重
要
で
あ
ろ

ぅ
。
こ
の
場
合
、

「
実
質
的
」
と
は
購
入
者
の
マ
ー
ジ
ン
全
体
、
由
民
手
の
取
引

の
移
転
、
事
業
量
の
変
化
の
起
因
と
な
る
価
格
差
等
と
の
関
係
で
決
め
ら
れ
よ

ぅ
。
こ
れ
は
法
廷
の
議
論
の
余
地
あ
る
事
実
よ
り
も
探
知
可
能
な
事
実
に
競
争

状
況
の
認
定
を
基
づ
か
せ
よ
う
と
す
る
伝
統
的
傾
向
の
現
わ
れ
と
も
見
ら
れ

(
3
)
 

る
。
た
だ
本
件
で
は
、
購
入
者
聞
に
再
販
売
価
格
に
影
響
す
る
に
十
分
な
価
格

差
別
が
行
わ
れ
た
こ
と
か
ら
競
争
侵
害
が
認
定
さ
れ
た
が
、
再
販
売
価
格
に
影

響
し
な
か
っ
た
場
合
は
明
確
で
は
な
い
。

F
T
C
の
排
除
措
置
命
令
は
、
判
競
争
侵
害
の
お
そ
れ
の
な
い
五
セ
ン
ト
未

満
の
価
格
差
を
除
き
W
間
差
別
を
禁
止
す
る
、

ω同、
R
間
差
別
を
禁
止
す

る
、
川
w
W
の
顧
客
R
と
競
争
し
て
い
る
R
に、

W
に
販
売
す
る
よ
り
も
安
く
販

売
す
る
こ
と
を
禁
止
す
る
、
と
一
一
一
つ
出
さ
れ
て
い
る
。
川
wが
R
に
W
に
対
す
る

よ
り
も
安
く
販
売
す
る
タ
イ
プ
の
機
能
割
引
に
関
す
る
命
令
で
、
こ
の
命
令
の

(
4
)
 

妥
当
性
を
最
高
裁
は
法
文
言
を
引
用
し
て
認
め
て
い
る
。
な
お
、
判
決
の
結
論

と
し
て
は
、
命
令
に
付
加
さ
れ
た
但
書
き
に
関
し
て

F
T
C
に
再
考
慮
さ
せ
る

べ
く
処
置
す
る
よ
う
高
裁
に
差
し
戻
し
て
い
る
。

本
件
が
経
済
概
念
上
の
差
別
に
も
該
当
す
る
か
は
、
コ
ス
ト
正
当
化
は
単
な

る
見
積
も
り
に
基
づ
く
も
の
で
成
立
し
な
い
と
簡
単
に
処
理
さ
れ
て
い
て
詳
細

(
5
)
 

な
事
実
が
明
ら
か
で
な
い
為
、
審
決
か
ら
は
評
価
は
困
難
で
あ
る
。
チ
ェ
ー
ン

が
何
か
特
別
な
流
通
機
能
を
果
た
し
て
い
る
か
否
か
に
つ
い
て
の
言
及
は
な

ぃ
。
た
だ
、

R
の
共
同
購
入
組
織
が
卸
倉
庫
を
所
有
し
メ
ン
バ
ー
に
対
し
て

W

と
し
て
行
動
し
て
い
る
こ
と
や
、
リ
ベ
ー
ト
が
中
央
事
務
所
に
与
え
ら
れ
た
後

に
メ
ン
バ
ー
に
配
分
さ
れ
る
こ
と
は
審
決
で
認
定
さ
れ
て
い
る
。

(
6
)
 

そ
の
他
の
事
例

被
告
の
・
円

ω
2
2
(
U
P
は、

マ
ヨ
ネ
ー
ズ
、
サ
ラ
ダ
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
な

ど
の
商
品
の
販
売
で
、
食
品
の
種
類
、
購
入
者
に
よ
り
約
五
%
か
ら
約
二
五
%

の
割
引
率
の
範
囲
で
価
格
を
差
別
し
た
。
あ
る
R
チ
ェ
ー
ン
は
W
の
購
入
価
格

北法33(4・120)1158



よ
り
も
安
く
販
売
し
て
い
る
。

被
告

t
r
r
z
z
h
o
G
-
は
、
キ
ャ
ン
デ
ィ
菓
子
ラ
イ
フ
セ

l
バ
l
ズ

の
販
売
に
際
し
価
格
差
別
を
行
い
、

R
チ
ェ
ー
ン
が
被
告
か
ら
W
よ
り
も
一
O

%
安
く
購
入
し
て
い
る
事
実
が
あ
る
。
再
販
売
価
格
へ
の
影
響
は
認
定
さ
れ
て

い
な
い
c

両
事
例
と
も
、
一
一
例
項
違
反
が
認
定
さ
れ
て
排
除
措
置
命
令
が
出
さ

れ
た
が
、

R
に
W
に
対
す
る
よ
り
安
く
販
売
す
る
こ
と
を
特
定
し
て
禁
止
し
て

お
ら
ず
、
一
般
的
な
表
明
弘
で
価
格
差
別
が
禁
じ
ら
れ
て
い
る
。

又
、
両
ケ
l
ス
と
も
ア
ロ
ウ
ア
ン
ス
供
与
が
二
刷
項
違
反
と
さ
れ
た
。
口
問
。

∞
出
〈

2ω
の
場
合
は
、

個
々
の
単
位
庖
の
注
文
を
集
計
し
て
被
告
に
発
注
す
る

こ
と
、
被
告
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
方
法
で
商
品
陳
列
を
行
う
こ
と
に
対
し
て
、

機能割引に関する対価差別上の諸問題 (2)

被
告
は
極
め
て
多
数
の
チ
ェ
ー
ン
に
購
入
量
の
イ
ン
ボ
イ
ス
の
一
O
%
を
支
払

っ
て
い
た
。
商
品
は
チ
ェ
ー
ン
の
中
央
事
務
所
か
単
位
応
に
送
ら
れ
る
。
こ
の

種
の
役
務
を
行
い
、
又
、
行
う
意
欲
が
あ
り
可
能
な
客
で
こ
れ
ら
チ
ェ
ー
ン
と

競
争
し
て
い
る
者
に
こ
の
ア
ロ
ウ
ア
ン
ス
は
支
払
わ
れ
て
い
な
い
。

本
件
の
ア
ロ
ウ
ア
ン
ス
は
特
に
機
能
割
引
に
代
わ
る
も
の
と
し
て
意
図
さ
れ

た
も
の
と
は
言
え
ま
い
が
、
機
能
割
引
に
隣
接
し
た
問
題
で
あ
り
五
章
で
分
析

す
る
新
理
論
の
展
開
で
二

ω項
が
問
題
と
な
っ
て
く
る
こ
と
か
ら
も
留
意
す
ベ

き
法
運
用
と
言
え
る
。

民
事
の
損
害
賠
償
の
中
間
判
決
と
し
て
、
関
門
E
m
〈
-

H

・
吋
-
H
，
・
が
あ
る
。

原
告
は
被
告
と
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
を
締
結
し
て
い
る

W
で
、
被
告
か
ら
フ

ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
さ
れ
て
い
る

R
に
販
売
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
被

告
は
一
部
の

R
に
原
告
に
販
売
す
る
よ
り
も
低
価
格
で
販
売
す
る
か
ア
ロ
ウ
ア

ン
ス
を
与
え
、
原
告
の
顧
客
の

R
は
被
告
の
優
遇
す
る

R
と
有
効
に
競
争
で
き

ず
、
よ
り
高
い
価
格
で
販
売
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
u

消
費
者
は
購
入
先
の

R

を
変
え
、
結
果
的
に
原
告
の

W
は
廃
業
に
追
い
込
ま
れ
た
。
被
告
は
原
告
は

W

で
有
利
な
価
格
で
販
売
を
受
け
た
者
は

R
で
あ
っ
て
競
争
者
聞
に
差
別
が
存
在

し
な
い
故
に
違
法
性
は
成
立
し
な
い
と
申
し
立
て
た
が
、
判
決
は
モ
l
ト
ン
ソ

l
ル
ト
事
件
の
最
高
裁
判
決
を
引
用
し
て
こ
の
場
合
の
違
法
性
成
立
も
認
め
、

又
、
ク
レ
イ
ト
ン
法
四
条
は
損
害
が
原
告
と
同
じ
段
階
で
の
競
争
侵
害
か
ら
発

生
す
る
こ
と
を
要
件
と
す
る
も
の
で
は
な
い
と
判
示
し
た
。

以
上
、
メ
ー
カ
ー
が
小
売
業
者
に
卸
業
者
に
対
す
る
よ
り
安
く
販
売
し
小
売

段
階
の
競
争
が
侵
害
さ
れ
れ
ば
違
法
な
価
格
差
別
と
認
定
さ
れ
る
と
言
え
る
。

又
、
最
高
裁
に
よ
り
競
争
侵
害
の
お
そ
れ
の
合
理
的
可
能
性
の
み
で
足
り
、
購

入
者
間
へ
の
実
質
的
な
販
売
価
格
差
の
存
在
で
競
争
侵
害
は
認
定
さ
れ
る
こ

と
、
総
て
の
客
に
利
用
可
能
な
価
格
割
引
は
違
法
で
は
な
い
が
そ
の
よ
う
に

認
め
ら
れ
る
余
地
は
少
な
い
こ
と
、
購
入
者
の
事
業
に
お
い
て
差
別
さ
れ
た
商

品
の
占
め
る
割
合
は
違
法
性
認
定
に
影
響
し
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て

い
る
。

北法33(4・121)1159
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五
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。
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単
一
価
格
販
売
の
問
題

本
節
で
は
メ
ー
カ
ー
が
卸
業
者
と
小
売
業
者
に
単
一
価
格
で
販
売
し
た
場
合

に
生
じ
る
法
律
上
の
問
題
と
経
済
的
帰
結
、
並
び
に
そ
の
系
論
と
し
て
卸
業
者

に
小
売
業
者
に
対
す
る
よ
り
わ
ず
か
に
高
く
販
売
し
た
場
合
の
問
題
を
分
析

す
る
。

ハ
ー
ド
・
サ
ン
事
件
(
一
九
三
七
年
)

被
告
∞
-
E
h
w
ω
c口
同
日
・
は
床
敷
物
の
販
売
に
お
い
て
メ
イ
ル
オ
ー
ダ
ー

ハ
ウ
ス
冨

8
仲間

0
5
2吋
g
g
L
俸

の

D・
に
対
し
て
差
別
的
に
有
利
な
価
格

ロ向。口仲間

O
B
2句
は
故
意
に
差
別
対
価
で
の
供
給
を

受
け
た
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
二
刷
、
二
川
項
違
反
に
問
わ
れ
た
。
三
六
年
法
改
正

後
二
九
コ
一
六
年
九
月
二
一
O
日
の
審
判
開
始
決
定
ま
で
の
聞
に

Z
B
G
O
B
o
q

で
販
売
し
て
い
た
こ
と
、

と
そ
の
他
の
メ
イ
ル
オ
ー
ダ
ー
ハ
ウ
ス
に
対
す
る
販
売
価
格
は
そ
れ
ら
の
競
争

者
の

R
に
よ
り
も
一
四
%
か
ら
一
八
%
低
価
格
で
あ
っ
た
。
も
っ
と
も
販
売
政

策
変
更
の
途
上
で
、

R
へ
の
販
売
量
は
法
改
正
時
で
一
%
、

一
九
三
六
年
一
O

月
末
に
は
全
く
販
売
さ
れ
て
い
な
い
。

R
へ
の
販
売
コ
ス
ト
四
七
・
一
%
に
比

し
て
メ
イ
ル
オ
ー
ダ
ー
ハ
ウ
ス
向
販
売
コ
ス
ト
は
一
八
・
六
%
で
あ
り
、
コ
ス

ト
差
二
八
%
以
上
、
価
格
差
二
O
%
未
満
で
コ
ス
ト
正
当
化
抗
弁
は
成
立
す
る

と
さ
れ
た
。



審
決
当
時
は
、
メ
イ
ル
オ
ー
ダ
ー
ハ
ウ
ス
と
J
に
同
一
価
格
で
販
売
さ
れ
て

い
る
。

J
の
顧
客
の

R
と
メ
イ
ル
オ
ー
ダ
ー
ハ
ウ
ス
と
が
競
争
関
係
に
あ
る
が

被
告
が
取
引
相
手
に
選
択
し
た
顧
客
間
へ
の
販
売
価
格
差
が
存
在
し
な
い
と
し

て
違
法
性
は
な
い
と
判
断
さ
れ
た
。
被
告
が

R
と
の
取
引
を
や
め
た
こ
と
は

流
通
コ
ス
ト
削
減
が
目
的
で
、
二
例
項
但
書
き
の
善
意
で
の
顧
客
選
択
で
取
引

制
限
を
も
た
ら
さ
な
い
も
の
を
法
は
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
、
と
い
う
規
定
に

該
当
し
、
選
択
さ
れ
た
顧
客
間
で
の
価
格
差
別
が
な
け
れ
ば
二
例
項
は
適
用
さ

れ
な
い
。
又
、
違
法
な
対
価
差
別
で
供
給
を
受
け
て
い
な
い
の
で
冨
C
E
m
o
s

s
2可
の
一
一
川
項
違
反
も
成
立
し
な
い
。

機能割引に関する対価差別上の諸問題 (2)

ク
ラ
イ
ン
対
リ
オ
ネ
ル
事
件
(
一
九
五
六
年
)

被
告

E
Cロ
巳
は
お
も
ち
ゃ
の
電
車
・
ア
ク
セ
サ
リ
ー
を

J
と

R
に
販
売

し
、
小
売
価
格
を
基
準
に
チ
ェ
ー
ン
ス
ト
ア
・
メ
イ
ル
オ
ー
ダ
ー
ハ
ウ
ス
・
及

び
J
に
四
O
w
m
十
二
O
%
(
す
な
わ
ち
五
二
%
)
、
デ
パ
ー
ト
に
四
五
%
、
複

合
的
機
能
の
客
に
四
O
W
A
+
五
%
(
す
な
わ
ち
四
三
%
)
の
割
引
を
与
え
て
い

る
。
原
告
関
-
2ロ
は

J
か
ら
小
売
価
格
基
準
で
四
O
W
A
の
割
引
で
購
入
し
て

い
る

R
で
あ
る
。
原
告
は
J
は
経
済
的
に
見
て
原
告
へ
の
販
売
で
収
益
を
上
げ

ね
ば
な
ら
な
い
か
ら
、
原
告
へ
の
販
売
は
割
引
率
が
四
O
w
m
と
な
る
の
で
あ

り
、
競
争
相
手
の
チ
ェ
ー
ン
ス
ト
ア
、
メ
イ
ル
オ
ー
ダ
ー
ハ
ウ
ス
に
被
告
が
五

二
%
割
引
を
与
え
る
の
は
違
法
な
対
価
差
別
で
あ
る
と
主
張
し
、
ク
レ
イ
ト
ン

法
四
条
に
基
づ
く
損
害
賠
償
請
求
を
行
っ
た
。
本
判
決
は
、
被
告
側
の
申
し
出

に
基
づ
く
即
決
裁
判
で
あ
る
。
被
告
は
損
害
賠
償
請
求
訴
訟
の
原
告
は
、
被
告

の
購
入
者
で
な
け
れ
ば
原
告
適
格
は
認
め
ら
れ
な
い
と
主
張
し
た
。

判
決
は
、
原
告
は
被
告
の
直
接
の
購
入
者
で
は
な
く
、
被
告
と
原
告
に
直
接

の
現
実
的
関
係
も
な
け
れ
ば
被
告
が
J
と
原
告
と
の
取
引
関
係
に
支
配
を
行
使

し
た
こ
と
も
な
い
か
ら
原
告
は
被
告
の
間
接
的
購
入
者
で
も
な
い
と
し
た
。
原

告
適
格
に
関
す
る
被
告
の
主
張
に
対
し
て
は
、
こ
れ
に
つ
い
て
判
断
す
る
ま
で

も
な
く
そ
も
そ
も
J
と
チ
ェ
ー
ン
・
メ
イ
ル
オ
ー
ダ
ー
ハ
ウ
ス
聞
に
価
格
差
別

が
存
在
し
な
い
故
に
違
法
性
は
認
め
ら
れ
な
い
と
判
示
し
た
。
原
告
R
の
賠
償

請
求
の
権
利
の
源
泉
と
な
る
J
に
差
別
を
主
張
す
る
権
利
が
本
件
で
は
存
在
し

な
い
と
も
さ
れ
て
い
る
。

控
訴
さ
れ
た
が
、
上
訴
裁
判
所
は
差
別
を
行
う
者
の
現
実
の
購
入
者
で
な
け

れ
ば
、
二
例
項
で
の
訴
訟
原
因
を
持
ち
得
な
い
と
し
、
原
告
は
被
告
の
購
入
者

で
は
な
い
と
し
て
訴
え
を
退
け
た
。
又
、
被
告
は
公
正
取
引
法
に
基
づ
き
J
の

再
販
売
価
格
維
持
を
行
い
、

F
T
C
の
理
論
で
は
原
告
が
被
告
の
間
接
的
購
入

者
と
な
る
が
、
損
害
賠
償
請
求
訴
訟
で
は
こ
の
場
合
に
間
接
的
購
入
者
と
は
み

な
さ
な
い
と
判
示
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の
よ
う
に
損
害
賠
償
請
求
の
原
告

(
3
)
 

適
格
を
制
限
す
る
こ
と
は
、
議
論
の
余
地
の
あ
る
問
題
と
恩
わ
れ
る
。

本
件
で
は
チ
ェ
ー
ン
や
メ
イ
ル
オ
ー
ダ
ー
ハ
ウ
ス
が
J
と
同
様
な
流
通
機
能

を
果
た
し
て
被
告
メ
ー
カ
ー
に
コ
ス
ト
節
減
を
も
た
ら
し
て
い
る
の
か
に
つ
い
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て
は
一
審
二
審
と
も
全
く
触
れ
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
こ
の
点
目

L
h
w
ω
g

の
事
例
で
は
、
メ
イ
ル
オ
ー
ダ
ー
ハ
ウ
ス
へ
の
販
売
コ
ス
ト
が
対
R
販
売
コ
ス

ト
よ
り
か
な
り
少
な
い
こ
と
、
被
告
が
対
R
販
売
を
や
め
て
J
と
取
引
す
る
に

際
し
て
対
R
販
売
に
用
い
ら
れ
た
倉
庫
や
販
売
代
理
人
使
用
が
打
ち
切
ら
れ
た

こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
対
J
販
売
の
コ
ス
ト
が
対
R
販
売
よ
り
少
な
く
、
メ

イ
ル
オ
ー
ダ
ー
ハ
ウ
ス
と
J
と
の
被
告
の
取
引
コ
ス
ト
が
同
様
で
あ
る
こ
と
が

溺
え
る
。

回一円

L
h
w
ω
o
p
阿
ハ
ゲ
一
口
〈
・
亡
。
ロ
丘
地
裁
判
決
で
一
爪
さ
れ
た
J
と
R
に
同

一
価
格
で
販
売
す
れ
ば
違
法
性
は
問
わ
れ
な
い
と
の
判
断
の
帰
結
は
ど
う
で
あ

(
4
)
 

ろ
う
か
。
第
一
に
こ
れ
に
よ
り
法
適
用
の
先
例
が
追
求
し
て
き
た
と
見
ら
れ
る

同
じ
流
通
段
階
の
競
争
者
間
で
購
入
価
格
を
同
じ
も
の
と
し
よ
う
と
の
原
則
が

全
く
否
定
さ
れ
得
る
。
第
二
は
流
通
効
率
の
問
題
で
あ
る
。
対
J
と
対
R
へ
の

販
売
コ
ス
ト
に
差
が
あ
る
場
合
、
経
済
的
差
別
が
生
ず
る
が
法
は
対
処
の
手
段

を
持
た
な
い
こ
と
に
な
る
。
こ
の
場
合
、

J
か
ら
購
入
す
る
R
は
売
手
メ
l
カ

ー
か
ら
直
接
購
入
す
る
R
よ
り
も
購
入
価
格
が
高
く
な
り
対
等
な
競
争
は
で
き

な
く
な
る
。
そ
の
結
果
、
通
常
の
効
率
性
を
持
つ

R
、
更
に

R
に
販
売
す
る
J

が
市
場
か
ら
脱
落
し
、
流
通
業
者
間
競
争
を
阻
害
す
る
お
そ
れ
も
あ
り
経
済
効

率
上
好
ま
し
く
な
い
と
言
え
る
。
又
同
時
に
、
優
遇
さ
れ
た

R
が
所
謂
大
規
模

商
で
あ
る
場
合
、
中
小
事
業
者
保
護
を
法
運
用
で
達
成
す
る
こ
と
は
不
可
能
と

な
る
と
言
え
る
。
他
方
、
優
遇
さ
れ
る
R
が
J
機
能
を
事
実
上
果
た
し
て
い
る

北法33(4・124)1162

場
合
、

J
と
こ
の

R
と
に
同
一
価
格
で
販
売
す
る
こ
と
は
経
済
的
差
別
と
な
は

ら
な
い
。
し
か
し

R
が
J
か
ら
競
争
可
能
な
価
格
で
購
入
で
き
る
か
は
法
で
チ

ェ
ッ
ク
で
き
な
い
と
は
言
え
よ
う
。

J
が
R
に
割
引
を
適
当
に
移
行
さ
ゼ
た
場

合
、
経
済
効
率
の
点
か
ら
は
問
題
は
な
く
な
る
が
、
中
小
事
業
者
保
護
は
自
ら

J
活
動
も
行
う
大
規
模
R
が
優
位
に
立
つ
か
ら
達
成
さ
れ
な
い
と
の
見
解
も
あ

り
得
る
の
で
は
な
い
か
。
他
方
、
コ
ス
ト
正
当
化
規
定
の
運
用
等
を
め
ぐ
り
経

済
効
率
を
筈
す
る
と
評
価
さ
れ
易
い
改
正
法
下
で
大
量
流
通
の
経
済
効
率
性
を

守
る
も
の
と
の
評
価
の
余
地
も
あ
ろ
う
。

な
お
こ
の
単
一
価
格
販
売
の
系
論
と
し
て
、
売
手
メ
ー
カ
ー
が

R
に
対
し
て

J
に
売
る
価
格
よ
り
も
わ
ず
か
で
も
高
く
売
れ
ば
、

J
か
ら
購
入
し
た

R
が
メ

ー
カ
ー
か
ら
直
接
購
入
す
る

R
よ
り
も
購
入
価
格
が
高
く
な
っ
て
も
J
と
R
へ

(
6〉

の
売
手
メ
ー
カ
ー
の
販
売
価
格
差
は
違
法
で
は
な
い
と
言
え
る
。
単
一
価
格
販

売
を
合
法
的
に
で
き
る
の
だ
か
ら
J
に
有
利
な
価
格
差
別
を
す
る
必
要
は
売
手

(
7
)
 

メ
ー
カ
ー
に
は
な
い
と
の
指
摘
も
あ
る
。

J
に
R
に
よ
り
も
わ
ず
か
し
か
安
く

販
売
せ
ず
J
の
R
が
小
売
段
階
の
競
争
で
不
利
と
な
っ
て
い
る
場
合
、
競
争
侵

害
の
解
決
に
は
メ
ー
カ
ー
が
J
と
R
に
よ
り
大
き
な
価
格
差
で
販
売
せ
ね
ば
な

ら
な
い
こ
と
で
も
あ
り
、
差
別
を
禁
止
す
る
排
除
措
置
命
令
に
な
じ
ま
な
い
こ

と
も
あ
る
。
し
か
し
、
メ
ー
カ
ー
が
直
接
販
売
す
る

R
が
実
質
的
に

J
機
能
を

果
た
し
て
い
る
よ
う
な
時
に
J
に
R
に
よ
り
も
安
く
販
売
す
る
場
合
、

J
の
R



が
有
利
と
な
る
こ
と
は
紛
争
政
策
上
問
題
で
あ
り
排
除
出
世
命
令
も
問
問
は
な

い
と
考
え
ら
れ
る
。
又
、
二
節
で
分
析
し
た
三
段
階
侵
害
が
認
定
さ
れ
る
可
能

性
も
あ
る
の
だ
か
ら
完
全
に
法
の
適
用
を
免
れ
得
る
の
は
単
一
価
格
販
売
を
メ

ー
カ
ー
が
行
う
場
合
の
み
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

以
上
、
メ
ー
カ
ー
が
単
一
価
絡
政
策
を
と
れ
ば
完
全
に
価
格
差
別
規
制
か
ら

免
れ
得
る
こ
と
、
そ
の
場
合
、
状
況
に
よ
り
経
済
効
率
を
害
し
た
り
確
保
す
る

効
果
を
持
っ
と
ま
と
め
ら
れ
る
。
(
な
お
関
-
Eロ
〈

-rcロ
己
で
原
告
は
被
告

機能割引に関する対価差別上の諸問題 (2) 

の
直
接
A

取
引
の
拒
絶
は
違
法
で
あ
る
と
主
張
し
た
が
、
一
審
・
二
審
と
も
シ
ャ

!
?
ン
法
下
で
の
取
引
相
手
選
択
の
権
利
と
同
旨
の
二
例
但
書
き
に
該
当
し
て

違
法
性
は
認
め
ら
れ
な
い
と
し
た
。
こ
れ
は
事
業
機
会
の
対
等
の
確
保
の
視
点

か
ら
検
討
す
べ
き
問
題
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
〉

(
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切
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司
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被
告
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の
競
争
者
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損
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受
け
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者
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損
害
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を
認

め
た
判
決
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れ
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っ
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被
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訴
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な
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と
別
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検
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が
必
要
と
な
る
。
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こ
の
種
の
論
理
ば
、

ζ
5
Z
2
(
U
D
-
-
g
司
-
H
，・

(U-HNG(呂
田
凶
)
の

見
解
に
通
じ
る
も
の
寸
あ
る
。

(
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印

H
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H
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第
五
節

初
期
審
決
判
例
理
論
の
ま
と
め
と
批
判

こ
こ
で
は
初
期
審
決
・
判
例
理
論
の
簡
単
な
ま
ト
一
め
を
一
章
三
節
で
類
型
化

し
た
競
争
関
係
に
基
づ
く
分
類
に
即
し
て
行
う
と
、
，
と
も
に
、
司
法
長
官
の
反
ト

ラ
ス
ト
研
究
全
国
委
員
会
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
法
運
用
に
対
す
る
批
判
的
コ
メ

ン
ト
を
紹
介
す
る
。

ま
ず
、
価
格
差
別
と
し
て
問
題
に
な
り
得
る
価
絡
差
が
い
か
な
る
場
合
に
生

じ
る
か
が
問
題
と
な
る
。

①
卸
業
者
が
小
売
販
売
も
同
時
に
行
う
場
合
、
他
の
小
売
業
者
と
競
争
関
係

が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
メ
ー
カ
ー
が
卸
業
者
の
小
売
分
に
も
卸
割
引
を
与
え

る
場
合
、
卸
・
小
売
間
に
対
す
る
販
売
価
格
差
が
問
題
と
な
る
。
メ
ー
カ
ー
が

小
売
業
者
に
直
売
し
て
い
な
い
場
合
で
も
、
卸
業
者
を
通
じ
て
購
入
す
る
小
売

割
引
で
購
入
す
る
小
売
業
者
が
卸
・
小
売
関
係
へ
の
関
与
、
小
売
業
者
へ
の
支
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配
等
に
よ
り
メ
ー
カ
ー
の
間
接
的
購
入
者
と
認
定
さ
れ
れ
ば
、
同
様
に
卸
・
間

接
的
購
入
者
と
し
て
の
小
売
業
者
聞
に
対
す
る
販
売
価
格
差
が
問
題
と
な
る
。

次
に
卸
業
者
の
顧
客
の
小
売
業
者
と
メ
ー
カ
ー
の
直
売
す
る
小
売
業
者
に
は

競
争
関
係
が
存
在
す
る
。
こ
の
小
売
業
者
聞
の
競
争
に
影
響
す
る
の
が
以
下
の

タ
イ
プ
で
あ
る
。

②
卸
業
者
が
メ
ー
カ
ー
か
ら
得
た
割
引
で
メ
ー
カ
ー
の
小
売
業
者
に
対
す
る

販
売
価
絡
よ
り
自
ら
の
顧
客
の
小
売
業
者
に
安
く
販
売
し
た
場
合
、
メ
ー
カ
ー

の
卸
・
小
売
聞
に
対
す
る
販
売
価
格
差
が
問
題
と
な
る
。

③
メ
ー
カ
ー
が
小
売
業
者
に
卸
業
者
に
対
す
る
よ
り
も
安
く
販
売
す
る
場

合
、
こ
の
卸
・
小
売
間
へ
の
販
売
価
格
差
が
問
題
と
な
る
。
事
例
で
は
数
量
割

引
の
結
果
こ
の
事
態
が
生
じ
て
い
た
。

④
し
か
し
、
メ
ー
カ
ー
が
卸
業
者
と
小
売
業
者
に
単
一
価
格
で
販
売
す
れ

ば
、
小
売
業
者
間
に
競
争
侵
害
の
問
題
が
生
じ
て
も
価
格
差
の
形
式
的
要
件
が

存
在
し
な
い
故
に
違
法
と
は
な
り
得
な
い
。
こ
の
系
論
と
し
て
メ
ー
カ
ー
の
卸

業
者
へ
の
販
売
が
小
売
業
者
に
対
し
て
さ
ほ
ど
安
く
な
い
場
合
、
卸
業
者
が
顧

客
の
小
売
業
者
に
メ
ー
カ
ー
の
小
売
業
者
へ
の
販
売
価
格
よ
り
高
く
販
売
す
る

と
小
売
業
者
間
の
競
争
侵
害
の
発
生
も
考
え
ら
れ
る
が
、
排
除
措
置
命
令
で
こ

れ
は
是
正
し
得
ず
違
法
と
は
さ
れ
な
い
。

次
に
競
争
侵
害
の
認
定
が
問
題
と
な
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
最
高
裁
判
決
に

よ
り
、
競
争
侵
害
の
お
そ
れ
の
合
理
的
可
能
性
の
み
で
足
り
競
争
購
入
者
間
へ

の
実
質
的
な
販
売
価
格
差
の
存
在
で
競
争
侵
害
は
認
定
さ
れ
る
こ
と
、
総
て
の
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客
に
利
用
可
能
な
価
格
割
引
は
違
法
で
は
な
い
が
そ
の
よ
う
に
認
め
ら
れ
る
余

地
は
少
な
い
こ
と
、
購
入
者
の
事
業
に
お
い
て
差
別
さ
れ
た
商
品
の
占
め
る
割

合
は
違
法
性
認
定
に
影
響
し
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

審
決
で
は
顧
客
移
転
に
影
響
の
あ
る
価
格
差
に
比
し
て
割
引
が
大
き
い
こ

と
、
購
入
事
業
者
の
マ
ー
ジ
ン
が
小
さ
い
の
に
比
べ
て
大
き
な
割
引
が
行
わ
れ

る
こ
と
、
競
争
が
激
し
い
こ
と
、
優
遇
事
業
者
が
再
販
売
に
あ
た
り
割
引
販
売

を
行
っ
て
事
業
を
伸
ば
し
た
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
結
果
非
優
遇
事
業
者
が
対
抗

価
格
で
販
売
し
て
マ
ー
ジ
ン
を
減
ら
し
た
り
よ
り
高
い
価
格
で
販
売
し
て
卒
業

量
を
減
ら
し
て
い
る
こ
と
、
以
上
に
よ
っ
て
認
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
非
優

過
者
の
購
入
量
が
量
的
に
増
加
し
て
い
る
事
実
は
競
争
侵
害
を
否
定
す
る
こ
と

に
は
な
ら
ず
、
又
、
優
遇
事
業
者
が
流
通
機
能
を
果
た
す
コ
ス
ト
に
獲
得
し
た

割
引
が
費
消
さ
れ
る
事
実
は
何
ら
評
価
に
加
味
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
。
な
お
差

別
を
行
っ
た
事
業
者
は
い
ず
れ
も
業
界
の
有
力
企
業
で
あ
っ
た
。
以
上
の
認
定

の
基
礎
と
な
っ
た
事
実
の
う
ち
、
例
え
ば
マ
ー
ジ
ン
に
比
し
た
割
引
は
多
い
が

再
販
売
で
割
引
販
売
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
ど
う
認
定
さ
れ
る
か
等
、

事
実
の
み
が
存
在
す
る
場
合
に
ど
う
認
定
さ
れ
る
か
は
以
後
の
法
運
用
に
か
か

っ
て
く
る
。
な
お
初
期
の
事
例
は
概
し
て
事
実
認
定
が
簡
潔
で
、
被
告
が
争
わ

な
い
も
の
で
は
価
格
差
の
み
を
示
し
て
進
法
性
が
認
定
さ
れ
て
も
い
る
。

次
に
コ
ス
ト
正
当
化
抗
弁
の
法
運
用
が
問
題
と
な
る
。
事
業
者
は
日
常
の
事

部
の



業
活
動
で
コ
ス
ト
正
当
化
目
的
の
コ
ス
ト
計
算
を
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、

経
営
目
的
の
会
計
記
録
等
に
よ
り
事
後
的
に
コ
ス
ト
ス
タ
デ
ィ
を
す
る
こ
と
に

な
る
。
そ
の
際
顧
客
が
グ
ル
ー
プ
分
け
さ
れ
て
コ
ス
ト
が
算
定
さ
れ
た
り
、
問

題
と
な
っ
て
い
な
い
地
域
で
の
算
定
結
果
を
抗
弁
に
用
い
た
り
な
ど
す
る
。
こ

れ
に
対
し
て

F
T
C
は
、
問
題
外
の
地
域
の
デ
ー
タ
を
抗
弁
に
利
用
し
た
り
関

題
外
の
事
業
者
が
コ
ス
ト
算
定
を
行
う
顧
客
グ
ル
ー
プ
に
含
め
ら
れ
た
り
し
て

い
る
場
合
に
は
、
そ
れ
が
正
当
な
コ
ス
ト
算
出
を
導
く
こ
と
の
別
伺
の
立
証
を

要
求
し
た
。
又
、
か
な
り
細
か
い
顧
客
分
類
を
要
求
し
、
優
遇
さ
れ
て
い
る
事

業
者
の
一
部
が
非
優
遇
の
区
分
に
含
ま
れ
て
い
る
と
、
抗
弁
の
成
立
は
認
め
な

機能割引に関する対価差別上の諸問題 (2) 

ぃ
。
販
売
額
を
利
用
し
て
コ
ス
ト
配
賦
を
す
る
こ
と
の
正
当
性
の
別
偲
の
立
証

も
要
求
し
た
。
こ
の
よ
う
な
立
証
の
要
求
は
、
コ
ス
ト
ス
タ
デ
ィ
が
事
後
に
行

わ
れ
る
為
筒
便
な
方
法
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
か
ら
見
て
、
相
当
大
き
な
負
担
を

被
告
側
に
課
す
も
の
と
な
る
。
又
、
被
告
が
特
定
の
コ
ス
ト
項
目
を
一
部
の
購

入
事
業
者
の
ク
ラ
ス
に
配
賦
す
る
こ
と
が
コ
ス
ト
算
定
上
為
さ
れ
た
が
、
こ
れ

も
F
T
C
は
問
題
視
し
た
。
大
衆
広
告
を
一
部
の
流
通
業
者
が
行
う
場
合
、
メ

ー
ヵ
ー
も
又
利
益
を
受
け
る
か
ら
メ
ー
カ
ー
の
大
衆
広
告
費
を
そ
れ
ら
事
業
者

に
は
配
賦
し
な
い
と
の
、
所
謂
相
互
利
益
の
理
論
は
審
決
で
明
示
的
に
否
定
さ

れ
た
。
買
手
側
の
流
通
機
能
コ
ス
ト
を
指
摘
し
て
売
手
に
そ
の
コ
ス
ト
が
節
減

さ
れ
た
と
認
定
す
る
立
証
方
法
は
採
ら
れ
て
い
な
い
。
又
、
売
手
が
自
ら
流
通

機
能
を
果
た
す
場
合
に
必
要
た
投
資
に
対
す
る
収
益
及
び
リ
ス
ク
負
担
を
コ
ス

ト
と
し
て
コ
ス
ト
正
当
化
の
対
象
に
加
え
る
こ
と
も
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。
他

方、

F
T
C側
は
現
実
に
コ
ス
ト
節
減
が
ど
の
程
度
に
な
っ
て
い
る
か
を
示
そ

う
と
せ
ず
、
又
、
疑
わ
し
い
要
素
の
混
入
が
そ
れ
ほ
ど
コ
ス
ト
算
定
に
影
響
し

な
い
こ
と
を
、

F
T
C側
会
計
官
も
認
め
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
極
め
て
厳
密

な
立
証
を

F
T
C
は
要
求
し
て
お
り
、
そ
の
結
果
、
経
済
概
念
上
非
差
別
の
価

格
差
の
抗
弁
が
認
め
ら
れ
て
い
な
い
疑
い
が
あ
る
。
又
、
現
実
に
ど
の
程
度
立

証
す
れ
ば
コ
ス
ト
正
当
化
が
成
立
す
る
か
の
基
準
は
審
決
か
ら
は
湖
え
な
い
。

こ
う
し
た
競
争
侵
害
、
コ
ス
ト
正
当
化
の
法
運
用
の
結
果
、
以
下
の
問
題
が

生
じ
る
。

ま
す
前
記
①
の
タ
イ
プ
の
価
格
差
別
の
場
合
、
卸
業
者
の
小
売
分
に
つ
い
て

卸
割
引
を
与
え
る
こ
と
は
違
法
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
メ
ー
カ
ー
は
、
統
合
卸

小
売
業
者
に
販
売
す
る
場
合
再
販
売
先
に
つ
い
て
か
な
り
詳
細
に
抱
握
せ
ね
ば

な
ら
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
こ
れ
に
対
し
て
は
、
購
入
事
業
者
が
保
管
等
の
卸

機
能
を
果
た
し
た
場
合
売
手
に
も
た
ら
さ
れ
る
コ
ス
ト
節
減
は
、
購
入
事
業
者

が
小
売
販
売
を
行
う
こ
と
に
よ
り
影
響
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
小
売
分
に
卸
割

引
を
認
め
な
い
こ
と
は
購
入
事
業
者
に
卸
機
能
を
無
償
で
行
う
こ
と
を
強
い
む
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し
ろ
経
済
概
念
上
の
差
別
を
行
う
も
の
で
あ
り
、
売
手
メ
ー
カ
ー
に
不
当
に
利

得
を
も
た
ら
し
流
通
機
能
の
垂
直
統
合
に
よ
る
革
新
を
阻
害
す
る
と
批
判
さ
れ

た
。
そ
し
て
顧
客
が
現
実
に
卸
機
能
を
果
た
し
た
商
品
部
分
に
は
、
再
販
売
先

に
か
か
わ
り
な
く
適
当
な
機
能
割
引
を
与
え
る
こ
と
を
認
め
る
べ
き
だ
と
の
提
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起
も
為
さ
れ
た
。
こ
れ
が
契
機
と
な
っ
て
新
理
論
が
模
索
さ
れ
る
。

前
記
③
の
タ
イ
プ
の
価
格
差
別
で
も
、
大
規
模
小
売
業
者
の
卸
機
能
遂
行
の

有
無
が
問
題
と
な
る
が
、
①
と
別
問
の
問
題
が
生
じ
る
わ
け
で
は
な
い
。

こ
れ
に
対
し
て
③
の
三
段
階
侵
寄
の
差
別
は
、
固
有
の
問
題
を
含
む
。
卸
業

者
へ
の
卸
割
引
供
与
す
ら
違
法
と
な
る
の
だ
か
ら
、
メ
ー
カ
ー
の
機
能
訓
引
政

策
が
卸
業
者
の
販
売
政
策
に
強
く
左
右
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
そ

こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
排
除
措
置
命
令
の
遵
守
、
又
、
通
常
三
段
階
侵
害
を

避
け
る
為
に
ど
の
よ
う
な
行
為
を
す
れ
ば
良
い
か
で
あ
る
。
卸
業
者
の
再
販
売

価
格
を
維
持
す
る
こ
と
は
違
法
で
あ
る
か
ら
、
供
給
拒
絶
や
卸
業
者
の
訓
引
卸

価
格
に
合
致
し
た
価
格
で
メ
ー
カ
ー
が
販
売
す
る
こ
と
が
残
さ
れ
る
が
、
こ
れ

ら
も
再
販
売
価
格
維
持
や
卸
業
者
と
メ
ー
カ
ー
と
の
共
謀
と
さ
れ
て
違
法
と
さ

れ
る
お
そ
れ
が
あ
り
、
違
法
と
さ
れ
ず
と
も
反
ト
ラ
ス
ト
政
策
と
抵
触
す
る
よ

う
な
行
為
を
、
法
で
是
認
す
る
結
果
と
な
る
。
単
一
価
格
政
策
で
の
遵
守
は
タ

イ
プ
④
の
問
題
を
は
ら
む
。
し
か
し
な
が
ら
三
段
階
侵
害
は
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム

で
一
般
に
は
長
期
的
に
は
自
然
解
消
さ
れ
る
問
題
で
あ
る
。
そ
れ
が
解
消
さ
れ

な
い
の
は
、
根
底
に
構
造
的
な
非
価
格
要
因
が
存
在
す
る
か
ら
で
あ
り
、
そ
れ

を
除
去
す
る
措
置
こ
そ
競
争
政
策
に
合
致
す
る
真
の
解
決
を
も
た
ら
す
も
の
で

あ
る
。
な
お
、
価
格
割
引
が
中
開
業
者
の
コ
ス
ト
分
に
等
し
け
れ
ば
、
中
間
業

者
の
割
引
卸
販
売
は
独
自
の
事
業
活
動
で
あ
り
、
メ
ー
カ
ー
側
が
三
段
階
侵
害

の
違
法
性
を
関
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
と
も
考
え
ら
れ
る
。

前
記
④
の
タ
イ
プ
は
、
価
絡
差
の
形
式
的
要
件
の
不
存
在
放
に
違
法
と
な
り

得
な
い
事
例
、
及
び
そ
の
系
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
大
規
模
小
売
業
者
が
経
済

的
に
見
て
も
不
当
な
卸
並
優
遇
を
受
け
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
法
の
欠
欲
と

し
て
問
題
と
な
る
一
方
、
コ
ス
ト
正
当
化
規
定
の
運
用
等
を
め
ぐ
り
経
済
効
率

を
害
す
る
と
-
評
価
さ
れ
易
い
改
正
法
下
で
大
量
流
通
の
経
済
性
を
守
る
も
の
で

あ
る
と
評
価
で
き
る
余
地
も
あ
る
。

五
章
で
は
、
タ
イ
プ
①
の
運
用
に
対
す
る
批
判
で
提
起
さ
れ
た
理
論
の
審
決

へ
の
登
場
と
展
開
の
分
析
の
他
、
タ
イ
プ
④
に
関
す
る
新
立
法
制
定
の
動
き
、

及
び
タ
イ
プ
②
に
も
関
連
す
る
四
段
階
侵
害
の
事
例
を
扱
い
分
析
を
深
化

す
る
。こ

こ
で
司
法
長
官
の
反
ト
ラ
ス
ト
研
究
全
国
委
員
会
が
行
っ
た
一
ヒ
ン
ソ

ン
・
パ
ッ
ト
マ
ン
法
の
法
運
用
の
全
般
的
概
観
と
批
判
・
提
言
を
紹
介
し
補
足

と
す
る
。
レ
ポ
ー
ト
で
は
、
各
条
項
を
検
討
し
た
後
機
能
割
引
問
題
に
特
別
に

言
及
し
て
い
る
が
そ
こ
は
既
に
本
論
文
で
引
用
し
て
い
る
の
で
繰
り
返
さ
な

ぃ
。
又
、
紹
介
は
本
論
文
に
関
係
す
る
と
岡
山
わ
れ
る
部
分
の
み
に
印
め
る
。

(
1
)
 

二
伸
項
の
競
争
侵
害
に
つ
い
て
。

F
T
C
は
競
争
侵
害
の
立
証
ま
で
行
う
こ

と
に
よ
り
望
日
目
ω
p
nぽ
が
成
立
す
る
と
の
立
場
を
採
り
、
第
二
高
裁
の
一

(
2
)
 

時
期
の
判
例
を
除
き
裁
判
所
も
同
意
見
で
あ
っ
た
が
、
レ
ポ
ー
ト
も
こ
れ
を
支

持
し
た
。
競
争
侵
害
の
規
定
に
つ
い
て
は
解
釈
に
よ
り
基
本
的
な
反
ト
ラ
ス
ト
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政
策
と
両
立
で
き
る
と
し
、
市
場
デ
ー
タ
に
十
分
な
経
済
的
分
析
を
加
え
て
い

(
3
)
 

る
グ
レ
イ
ト
ン
法
事
件
関
係
の
審
決
の
登
場
を
指
摘
し
た
。
そ
し
て
競
争
に
は

脱
落
が
つ
き
も
の
で
競
争
者
に
対
す
る
侵
害
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
は
競
争
過

程
そ
の
も
の
を
抑
止
す
る
重
大
な
リ
ス
ク
を
負
つ
て
の
み
可
能
で
あ
る
と
指
摘

し
、
侵
害
の
分
析
を
市
場
で
の
競
争
の
強
さ
に
集
中
す
る
よ
う
勧
告
し
た
。
そ

し
て
競
争
的
価
格
切
り
下
げ
の
事
例
の
場
合
、
他
の
低
価
格
商
品
を
得
る
代
替

的
手
段
が
買
手
に
利
用
可
能
で
あ
れ
ば
売
手
は
侵
害
の
責
任
を
問
わ
れ
る
べ
き

で
は
な
い
と
し
た
。
な
お
レ
ポ
ー
ト
は

ζ
0
2
0
ロ
ω巳
円
最
高
裁
判
決
を
、
特

定
状
況
で
の
行
政
側
の
競
争
侵
害
の
認
定
を
是
認
し
た
も
の
と
し
、

F
T
Cが

機能割引に関する対価差別上の諸問題 (2) 

競
争
侵
害
を
別
途
認
定
す
る
こ
と
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
と
見
て
い
る
。
一

九
三
六
年
改
正
で
の
追
加
文
言
に
つ
い
て
は
、
小
規
模
な
ラ
イ
バ
ル
の
排
除
を

目
指
し
た
略
奪
的
価
格
切
り
下
げ
を
対
象
に
加
え
る
為
と
説
明
し
、
そ
の
切
り

下
げ
行
為
は
競
争
者
の
駆
逐
、
競
争
力
の
弱
体
化
に
よ
り
競
争
を
阻
害
す
る
も

の
で
あ
る
と
し
た
。
こ
の
行
為
が
た
だ
一
者
を
破
壊
す
る
目
的
を
持
つ
場
合
で

も
二
例
項
の
追
加
文
言
で
法
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
と
し
た
。

レ
ポ
ー
ト
の
中
で
メ
ン
バ
ー
の
一
人
は
、
去
。
同
門
O
P
E
-
H
の
最
高
裁
判
決

は
市
植
物
全
体
へ
の
競
争
の
影
響
よ
り
も
よ
り
狭
い
基
準
を
要
求
し
指
示
し
て
い

る
と
述
べ
、
多
数
意
見
は
改
正
で
の
追
加
文
言
に
改
正
以
前
か
ら
の
条
項
と
同

様
な
解
釈
を
行
う
も
の
で
あ
る
と
批
判
し
た
。
別
の
一
人
は
買
手
が
購
入
の
代

替
的
手
段
を
持
つ
場
合
を
合
法
と
す
る
と
の
多
数
意
見
に
つ
い
て
、

F
T
C
に

不
可
能
で
は
な
い
に
し
て
も
費
用
の
か
か
る
法
運
用
を
強
い
る
も
の
と
の
批
判

を
行
っ
て
い
る
。

コ
ス
ト
抗
弁
に
つ
い
て
。
議
会
は
他
の
競
争
者
の
競
争
機
会
を
侵
害
す
る
一

部
の
購
入
者
へ
の
実
質
的
価
格
優
遇
の
抑
制
と
と
も
に
、
消
費
者
に
大
量
生

産
・
流
通
の
便
益
を
確
保
さ
せ
る
こ
と
を
目
指
し
、
そ
の
調
和
の
為
に
コ
ス
ト

正
当
化
規
定
を
設
け
た
が
、
こ
の
抗
弁
は
ほ
と
ん
ど
機
能
し
な
い
こ
と
が
明
ら

か
と
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
初
期
の
一
件
の
此
成
後
完
全
成
乱
慨
は
一
七
年

(
7
)
 

後
で
あ
り
、
部
分
的
成
功
例
が
二
件
の
み
で
あ
る
。
他
の
一
七
の
記
録
さ
れ
た

事
例
で
は

F
T
C
は
即
座
に
抗
弁
を
退
け
た
。
私
訴
に
基
づ
く
法
廷
で
の
立
証

も
同
様
に
不
成
功
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
て
成
功
例
が
欠
け
て
い
る
ば
か
り

か
、
過
去
の
判
決
が
期
待
さ
れ
た
役
割
合
}
果
た
さ
ず
有
効
な
基
準
の
発
展
に
失

敗
し
た
こ
と
は
よ
り
明
白
で
あ
る
。
個
々
の
顧
客
ご
と
の
コ
ス
ト
計
算
を
要
求

す
る
判
決
が
あ
り
、
又
、
相
互
に
対
立
す
る
立
場
の
判
決
が
高
裁
で
は
出
さ
れ

(
8
)
 

て
い
る
。
部
分
的
成
功
例
に
お
い
て
、

F
T
C
は
一
『
善
意
で
行
わ
れ
健
全
な
会

計
原
則
に
従
っ
た
」
コ
ス
ト
ス
タ
デ
ィ
の
受
け
入
れ
の
快
諾
を
示
し
た
が
、
そ

の
「
善
意
」
「
健
全
」
の
具
体
的
基
準
は
公
表
さ
れ
て
い
な
い
。
結
局
、
事
業
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者
と
消
費
者
は
今
日
ま
で
コ
ス
ト
規
定
で
意
図
さ
れ
た
利
益
の
大
部
分
を
奪
わ

れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
諸
問
題
は
冗
長
で
混
乱
し
た
法
文
言
に
始
ま
る
。
製
造

段
階
の
効
率
性
を
価
格
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
も
認
め
ら
れ
て
い
る
が
、
流
通
技

術
に
明
示
的
に
関
係
づ
け
ら
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
又
、
明
確
な
公
的
指
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針
が
な
い
為
正
当
化
に
は
多
大
の
コ
ス
ト
を
要
し
、
公
的
な
会
計
基
準
の
欠
如

が
不
必
要
な
議
論
を
引
き
起
こ
す
。

F
T
C
は
極
く
わ
ず
か
の
正
当
化
の
不
足

で
も
抗
弁
成
立
を
認
め
な
い
。
結
局
資
力
あ
る
事
業
者
し
か
正
当
化
を
試
み
ず

効
率
的
事
業
者
へ
の
割
引
が
抑
制
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
も
そ
も
会
計
学
は

未
だ
発
展
途
上
で
複
数
の
同
等
に
承
認
さ
れ
る
会
計
方
法
が
用
い
ら
れ
て
い

る
。
又
、
コ
ス
ト
概
念
そ
の
も
の
が
不
確
定
で
種
々
の
定
義
を
受
け
る
。
売
手

の
価
格
は
直
接
販
売
量
に
影
響
し
販
売
量
は
単
位
当
り
の
コ
ス
ト
計
測
に
影
響

す
る
の
で
、
単
位
当
り
コ
ス
ト
は
価
格
に
基
づ
く
と
も
言
え
る
。
価
格
の
決
定

要
素
と
な
る
よ
う
な
コ
ス
ト
が
法
規
定
で
扱
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
間

接
費
の
配
賦
に
も
等
し
く
合
理
的
に
代
替
的
な
配
賦
方
法
の
聞
を
選
択
す
る
事

業
上
の
主
観
的
判
断
が
含
ま
れ
る
。
抗
弁
の
証
拠
は
売
手
の
定
期
的
な
記
録
に

な
じ
ま
ず
、
新
た
な
ス
タ
デ
ィ
が
必
要
と
な
る
。
そ
し
て
数
学
的
精
度
の
要
求

は
、
事
業
者
に
過
度
の
要
求
を
課
す
も
の
と
な
る
。

以
上
の
分
析
に
続
き
レ
ポ
ー
ト
は
、

F
T
C
に
価
格
の
会
計
的
計
測
に
固
有

の
不
完
全
さ
を
認
め
た
現
実
的
基
準
を
採
用
す
る
よ
う
勧
告
し
、

F
T
C
の
コ

ス
ト
規
定
に
関
す
る
諮
問
委
員
会
の
任
命
を
賞
賛
し
た
。

「
正
当
に
劉
酌
」
の

法
文
言
は
正
当
化
に
わ
ず
か
に
足
り
な
い
コ
ス
ト
抗
弁
の
成
立
を
認
め
る
デ
・

ミ
ニ
ミ
ス
の
概
念
を
定
め
た
も
の
と
解
す
べ
き
で
、
正
当
化
さ
れ
な
い
部
分
の

み
で
は
法
定
の
競
争
侵
害
を
も
た
ら
さ
な
い
場
合
の
価
格
差
も
適
法
と
す
べ
し

と
さ
れ
た
。
同
質
製
品
の
個
々
の
取
引
・
品
目
・
顧
客
へ
の
共
通
流
通
費
の
配

賦
の
要
求
は
不
当
な
負
担
を
強
い
る
も
の
で
、
標
準
的
・
統
一
的
会
計
方
法
の

強
制
は
反
ト
ラ
ス
ト
政
策
に
抵
触
す
る
競
争
者
間
で
の
共
謀
を
招
く
と
指
摘
さ

れ
、
コ
ス
ト
会
計
は
本
質
的
に
事
業
上
の
主
観
的
判
断
を
含
む
か
ら
、
善
意
で

権
威
あ
る
健
全
な
会
計
原
理
に
基
づ
き
立
証
さ
れ
た
場
合
、
生
産
・
流
通
コ
ス

ト
差
の
価
格
差
へ
の
合
理
的
近
似
で
法
の
問
題
と
し
て
二
例
項
の
要
件
を
満
た

す
に
十
分
と
す
べ
き
で
あ
る
と
さ
れ
た
。
な
お
過
去
の
審
決
・
判
例
は
乙
う
い

っ
た
解
釈
の
妨
げ
と
は
な
ら
な
い
と
み
な
さ
れ
た
。
レ
ポ
ー
ト
は
更
に
、
組

織
上
、

F
T
C
の
会
計
官
を
訴
追
側
の
ス
タ
ッ
フ
と
第
三
者
的
に
諮
問
を
受
け

て
答
え
る
ス
タ
ッ
フ
に
分
離
す
る
こ
と
を
提
案
し
て
い
る
。

(
9〕

二
川
項
に
つ
い
て
。
こ
の
規
定
は
売
手
が
価
格
割
引
の
違
法
性
を
買
手
に
告

知
し
て
買
手
に
対
抗
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
違

法
な
割
引
を
故
意
に
取
得
す
る
こ
と
が
買
手
犯
罪
の
核
心
と
な
る
。
法
目
的
に

と
り
明
白
な
意
義
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
運
用
は
乏
し
く
、
売
手
に
関
す
る

事
例
の
十
分
の
一
に
す
ぎ
な
い
。
レ
ポ
ー
ト
は
、

k
r
E
C
自
由
昨
日
円
。

g
R而
ロ
の

最
高
裁
判
決
を
詳
細
に
分
析
し
支
持
し
て
い
る
が
、
同
判
決
は
次
章
で
検
討
を

(
日
)

加
え
る
こ
と
に
す
る
。

(

1

)

。hv・円札
F

入
品
弐
じ
て

C
S・
河
内
、
・
同
M
H
M

・
5
0
1
H
2・

(
2〉

ωω
同

HHEw-
国
-
Y向
。
凹

P

H
ロ
円
・
ぐ
・
司
・
、
吋
・
。

-
w
E∞
可
-
N
L
U
-
B
(
N
L

円

U
W・
H
由
品
目
凶
)
・

(

3

)

冨
包
g
(
U
2
ア
司
-
H
，
・
〈

U
-
U
E
-
Z
0・
g
M
M
(

ロ
2
0
5
r
o円
〆
呂
町
ω)
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機能割引に関する対価差別上の諸問題 (2)

な
ど
が
例
に
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

(

4

)

。、・円
h
F
K
C
H三

C
S
-
河内、
-HV-u-H叶(}可申・

(

5

)

回
町
内
同
除

ω
c
p
N印
明
・
、
HJ
の
・
印
品
∞
(
忌
ω
叶
)
・

(

6

)

切
・
明
，
・
。
c
o仏
江
口
「

(UG--m()
明，・、吋・

(U
・由
N
N
(
H也印品)・

(

7

)

宮
町
ロ
ロ
E
H
U
G
-
z
'
Z
3
4
君
。
ロ
列
。
m
己目同
D
円
(
U
D
-
-
R
Hり
・
↓
・
。
・

8
H

(
H
2∞)山

d
.
ω
・
河
口
ゲ
ゲ
2
(
U
0・・品用印刷り・、
H
J
(
U
・
8
∞(忌印())・

(

8

)

註
(

7

)

の
富
山
口
5
4
0ロ
ω

の
事
例
。

(

9

)

。、
-
R
F
K
A
同町、

C
2
N
・
河
内
、
・
℃
H
Y
H也
ωlH
由吋
J

(
叩
)
〉
C
H
C
H
E片
山
ロ
わ
同
HHHOOロ
わ
0
・
〈
・
司
・
吋
・
ゎ
・

ω品
自
己
・

ω
・
2

2
申印
ω)・

(

U

)

レ
ポ
ー
ト
で
は
排
除
措
置
命
令
が
単
に
競
争
購
入
者
間
で
の
価
格
差
を

禁
止
す
る
簡
易
な
形
で
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
取
り
あ
げ
コ
メ
ン
ト
を
加

え
て
い
る
。
こ
う
い
っ
た
命
令
は
将
来
法
に
違
反
す
る
よ
う
な
価
格
差
を

総
て
禁
止
す
る
も
の
で
、
事
実
的
法
的
変
遷
の
際
の
正
式
な

F
T
C
の
命

令
修
正
を
除
き
、
一
度
違
反
行
為
を
し
た
売
手
に
価
格
差
を
設
け
な
い
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
強
い
る
も
の
と
し
た
。
も
っ
と
も
こ
の
問
題
の
一
側
面

は
最
高
裁
の

mEros-仏
事
件
判
決
で
解
決
さ
れ
た
。

ω
8
d・
ω
・
令
。

(呂町
N
)
・
す
な
わ
ち
被
告
は
以
後
の
全
価
格
差
が
法
定
の
抗
弁
に
該
当
す

る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
は
な
く
、
命
令
に
は
合
意
と
し
て
法
定
の

抗
弁
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。
被
告
は
前
訴
で
既
に
決
せ
ら
れ
た
問

題
は
争
え
な
い
が
、
新
た
な
事
実
下
で
の
競
争
状
況
に
は
命
令
は
及
ば
な

い
。
こ
の
判
決
の
指
摘
の
他
、
レ
ポ
ー
ト
で
は
、
命
令
は
全
価
格
差
を
禁

止
す
る
ス
タ
イ
ル
を
と
る
が
、
法
の
文
言
の
繰
り
返
し
に
す
ぎ
ず
F
T
C

が
専
門
的
能
力
を
発
揮
し
て
よ
り
少
な
い
価
格
差
な
ら
コ
ス
ト
正
当
化
で

き
る
と
か
反
競
争
的
効
果
は
な
い
と
い
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

が
望
ま
し
い
と
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
メ
ン
バ
ー
の
一
人
は
特
に
市
場
全

体
で
競
争
侵
害
を
分
析
し
て
認
定
寸
る
見
解
と
結
び
つ
い
た
場
合
、
法
運

用
上
望
ま
し
く
な
い
、
と
し
て
い
る
。

N
N
G
K
Y
司
ヲ
H由叶
l
H吋。・)

(
以
上
、
毛
・
町
民
F
K
A
H
ヘu
t
C
2
・

北法33(4・131)1169



Hokkaido L. Rex. 

Introduction 

Functional Discounts under the Price 

Discrimination Law (2) 

-The injury at the customer level一

Minoru FUJITA* 

1. The object of the study 

II. The analysis of the original Clayton Act ~ 2 

ill. Legislative history and general survey of the Robinsonー

Patman Act (Vol. 33， No. 2) 

N. Analysis of early cases (this issue) 

* * * * 
In chapter IV， the first stage of the case law is examined. 

Finally， Report of the Attorney General's National Committee to 
Study the Antitrust Laws is introduced (to be continued). 

* LL. D. Candidate， University of Hokkaido 

北法33(4・197)1235 IV 


